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一
般
会
計
予
算
は
４
億
６

８
０
０
万
円
余
を
増
額
補
正

し
、
総
額　

億　

万
円
余
と

７３１

１００

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨

年
度
同
期
に
比
べ
て　

％
の

２.６

増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
ほ
か
４
つ
の
特
別
会
計
と

５
つ
の
企
業
会
計
の
補
正
予

算
が
提
案
さ
れ
、
全
て
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
補
正
内
容
と
し
て
は
、

合
併　

周
年
記
念
事
業
関
連

１０

と
し
て
、
記
念
式
典
上
映
用

映
像
の
制
作
や
市
民
公
募
事

業
の
補
助
な
ど
合
併　

周
年

１０

記
念
事
業（　

万
円
）、
ご
当

５７５

地
婚
姻
届
の
作
成
事
業
（　
１０

万
円
）、
真
田
地
域
自
治
セ
ン

タ
ー
職
員
が
着
用
す
る
陣
羽

織
の
借
り
上
げ
料
と
し
て
真

田
陣
羽
織
Ｄ
Ａ
Ｙ
（
Ｗ
Ｅ
Ｅ

Ｋ
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
４
万
円
）、

小
学
生
、
中
学
生
を
対
象
に

上
田
産
地
鶏「
真
田
丸
」を
使

用
し
た
合
併　

周
年
記
念
の

１０

特
別
メ
ニュ
ー
を
提
供
す
る
学

校
給
食
特
別
メ
ニ
ュ
ー
（　

万
１９０

円
）、
上
小
地
域
の
高
校
２

年
生
を
対
象
に
高
校
生
議
会

を
開
催
す
る
た
め
の
経
費
と

し
て
青
少
年
育
成
事
業
（　
８９

万
円
）
な
ど
で
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ「
真
田
丸
」放
送

関
連
の
経
費
と
し
て
は
、
大

河
ド
ラ
マ
関
連
印
刷
製
本
や

都
市
間
連
携
を
進
め
る
た
め
、

松
本
市
と
連
携
し
上
田
・
松

本
都
市
間
バ
ス
を
運
行
す
る

観
光
宣
伝
事
業
（　

万
円
）、

２６３

上
田
城
跡
北
観
光
駐
車
場
の

有
料
化
と
に
伴
う
精
算
機
等

設
置
費
用
と
し
て
都
市
公
園

整
備
事
業（
１
６
６
２
万
円
）

な
ど
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
庁
内
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
構
築
や
庁

内
Ｌ
Ａ
Ｎ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
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予  算

一
般
会
計
補
正
予
算
は
約
４
億
６
８
０
０
万
円

余
の
増
額

　
　

月
定
例
会
は
、　

月　

日
か
ら　

月　

日
ま
で
の　

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

１２

１１

２４

１２

１４

２１

　

市
長
提
出
議
案
は
一
般
会
計
補
正
予
算
や
条
例
改
正
、
指
定
管
理
者
に
か
か
る
議
案
な

ど　

件
で
、
採
決
の
結
果
、
す
べ
て
可
決
（
ま
た
は
適
任
）
と
さ
れ
ま
し
た
。

２５

　

ま
た
、
一
般
質
問
に
は
、　

人
の
議
員
が
登
壇
し
、
市
政
の
課
題
に
つ
い
て
活
発
な
議

２４

論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

日
の
定
例
会
最
終
日
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
放
送
に
合
わ
せ
て
、

１４
議
場
出
席
者
全
員
が
陣
羽
織
を
着
用
し
て
定
例
会
に
出
席
し
ま
し
た
。

工事が進む城跡公園北観光駐車場
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債務負担　事業や事務が単年度で終了せずに後の年度においても支出をしなければならない場合に、あらかじめ後の年度の債務を約束することを予算で決めておくこと。

策
な
ど
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
安
全

対
策
に
関
わ
る
費
用
と
し
て

電
算
業
務
管
理
運
営
事
業

（
１
５
９
９
万
円
）。
公
職
選

挙
法
等
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

選
挙
権
年
齢
が
満　

歳
以
上

１８

に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に

伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
に
係
る

経
費
と
し
て
選
挙
管
理
委
員

会
運
営
事
業（　

万
円
）、
子

４９２

ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

移
行
に
伴
う
子
育
て
施
策
の

充
実
に
よ
る
私
立
保
育
園
等

へ
の
運
営
費
負
担
金
と
し
て

民
間
保
育
所
運
営
事
業
（
９

８
８
３
万
円
）
な
ど
で
す
。

　

各
特
別
会
計
で
は
、
給
付

見
込
み
に
よ
る
給
付
費
等
の

調
整
等
の
ほ
か
、
人
事
異
動

等
に
伴
う
人
件
費
の
調
整
に

係
る
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し

た
。

　

企
業
会
計
で
は
、
人
事
異

動
に
伴
う
人
件
費
の
調
整
に

係
る
予
算
の
ほ
か
、
市
立
産

婦
人
科
病
院
事
業
会
計
で
訴

訟
案
件
の
和
解
金
等
が
補
正

予
算
と
し
て
計
上
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
、
厚
生
委
員
会

か
ら
意
見
書
議
案
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。「
介
護
従
事
者

の
処
遇
改
善
を
求
め
る
意
見

書
」
は
、
我
が
国
で
は
、
超

高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
、
介

護
の
需
要
が
高
ま
る
中
、
介

護
従
事
者
の
人
材
確
保
・
離

職
防
止
が
喫
緊
の
課
題
と
な

っ
て
お
り
、
こ
の
課
題
を
解

消
さ
せ
る
た
め
に
は
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
介
護
従

事
者
の
人
材
確
保
が
不
可
欠

と
な
り
ま
す
。
介
護
職
が
や

り
が
い
と
魅
力
あ
る
仕
事
と

し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
、
全

て
の
介
護
従
事
者
の
処
遇
改

善
を
図
る
た
め
の
施
策
を
講

じ
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
、

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

事
件
決
議
で
は
、「
上
田

市
塩
田
の
郷
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
場
」
を
は
じ
め
と
す
る
市

所
有
の
施
設　

か
所
に
つ
い

７０

て
、
平
成　

年
４
月
１
日
か

２８

ら
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す

る
た
め
に
議
会
の
議
決
を
求

め
る
「
公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定
」
に
つ
い
て
の

議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
上
田
市
常
磐

城
旧
上
田
警
察
署
跡
地
を
西

部
公
民
館
整
備
の
た
め
に
用

地
を
取
得
す
る
「
西
部
公
民

館
整
備
事
業
に
係
る
用
地
取

得
に
つ
い
て
」
の
議
案
、「
出

産
後
の
児
の
死
亡
事
故
に
係

る
和
解
に
つ
い
て
」
は
、
旧

産
院
及
び
市
立
産
婦
人
科
病

院
で
発
生
し
た
出
産
後
の
お

子
様
が
亡
く
な
ら
れ
た
事
故

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
和
解

が
整
っ
た
た
め
議
決
を
求
め

る
も
の
な
ど
、
合
計
５
件
の

事
件
決
議
案
が
提
出
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

事件決議

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
な
ど
５
件
を

可
決

西部公民館建設予定地

条 例

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定

個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
制
定
案
な
ど
全
９
件
を
可
決

　

今
定
例
会
で
は
、
新
設
条

例
１
件
の
ほ
か
、
既
存
条
例

を
一
部
改
正
す
る
条
例
８
件

が
提
案
さ
れ
、
全
て
可
決
さ

れ
ま
し
た
。　

　
「
行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の

利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の

提
供
に
関
す
る
条
例
」
は
い

わ
ゆ
る「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
」

の
規
定
に
基
づ
き
、
市
の
機

関
に
お
け
る
個
人
番
号
の
利

用
及
び
特
定
個
人
情
報
（
個

人
番
号
を
含
む
個
人
情
報
）

の
提
供
に
つ
い
て
必
要
な
事

項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

　
「
池
波
正
太
郎
真
田
太
平

記
館
条
例
中
一
部
改
正
」、

「
真
田
御
屋
敷
公
園
条
例
中

一
部
改
正
」、「
博
物
館
条
例

中
一
部
改
正
」
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
の

放
送
開
始
に
合
わ
せ
て
施
設

整
備
や
展
示
内
容
の
充
実
を

図
っ
て
い
る
池
波
正
太
郎
真

田
太
平
記
館
、
真
田
御
屋
敷

歴
史
館
及
び
市
立
博
物
館
・

南
北
櫓
・
櫓
門
の
各
施
設
に

お
け
る
観
覧
料
の
改
定
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
。
ま
た
、「
都
市
公
園
条

例
中
一
部
改
正
」
は
、
上
田

城
跡
公
園
北
側
に
整
備
す
る

有
料
駐
車
場
に
つ
い
て
、
料

金
徴
収
区
分
等
を
定
め
る
た

め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

【
そ
の
他
可
決
し
た
条
例
】

・
市
職
員
の
再
任
用
に
関
す

る
条
例
等
中
一
部
改
正

・
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
中
一
部
改
正

・
国
民
健
康
保
険
税
条
例
及

び
介
護
保
険
条
例
中
一
部

改
正

・
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

償
条
例
中
一
部
改
正

【
そ
の
他
可
決
し
た

 

事
件
決
議
】

・
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て

意見書

介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
を
求

め
る
意
見
書
を
国
に
対
し
送
付

◆
人
事
案
件

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦　

・
中
村　

彰
（
大
手
町
）

・
安
藤
美
惠（
塩
田
新
町
）

・
宮
入
美
千
代（
下
之
郷
）
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法

に
つ
い
て
、
個
人

番
号
及
び
特
定
個
人
情
報

の
取
扱
い
に
関
し
て
、

様
々
な
ケ
ー
ス
が
考
え
ら

れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
の
か
。
ま
た
、
取

得
し
た
情
報
の
漏
え
い
を

防
ぐ
た
め
の
対
策
は
ど
う

す
る
の
か
。

国
が
作
成
し
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
や
Ｑ

＆
Ａ
に
即
し
た
対
応
を
し

て
い
く
が
、
上
田
市
と
し

て
の
基
本
方
針
を
定
め
る

と
と
も
に
取
扱
規
程
を
作

成
し
、
そ
の
な
か
で
対
象

と
な
る
職
員
を
限
定
す
る

こ
と
、
取
り
扱
っ
た
個
人

番
号
等
の
取
得
、
保
管
、

利
用
、
廃
棄
に
つ
い
て
、

記
録
を
残
す
こ
と
な
ど
の
、

安
全
管
理
措
置
を
講
ず
る
。

２
月
４
日
に
行
わ

れ
る
高
校
生
議
会

に
つ
い
て
、
開
催
の
趣
旨

と
実
施
方
法
は
ど
う
か
。

趣
旨
と
し
て
は
、

模
擬
議
会
を
開
催

し
、
生
徒
が
意
見
を
発
表

で
き
る
場
を
設
け
、
ま
ち

づ
く
り
へ
の
参
画
を
促
し
、

市
政
に
参
画
し
た
喜
び
を

感
じ
ら
れ
る
場
と
す
る
と

と
も
に
、
投
票
年
齢
が
満

　

歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら

１８れ
る
こ
と
に
よ
る
啓
発
及

び
若
年
層
の
投
票
率
の
向

上
を
図
る
も
の
と
す
る
。

加
え
て
合
併　

周
年
記
念

１０

事
業
の
一
つ
の
事
業
と
し

て
位
置
づ
け
て
実
施
す
る
。

実
施
方
法
と
し
て
は
、
地

域
の
高
校
８
校
か
ら　

人
３０

の
生
徒
に
委
員
と
し
て
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
議
場

に
お
い
て
一
般
質
問
の
形

式
で
、
自
分
の
意
見
の
発

表
や
市
へ
の
質
問
を
し
、

市
の
理
事
者
が
質
問
に
対

す
る
答
弁
を
行
う
こ
と
と

し
、
傍
聴
も
可
能
と
す
る
。

上
田
市
行
政
手
続
に

お
け
る
特
定
の
個
人

を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
く

個
人
番
号
の
利
用
及

び
特
定
個
人
情
報
の

提
供
に
関
す
る
条
例

制
定

 
問

 
答

料
金
設
定
は
ど
こ

の
施
設
を
参
考
に

し
た
の
か
。
ま
た
、
料
金

改
定
に
よ
り
収
入
増
を
ど

の
く
ら
い
見
込
ん
で
い
る

の
か
。

県
内
同
規
模
の
博

物
館
や
当
館
に
関

連
す
る
よ
う
な
施
設
を
参

考
に
し
た
。
ま
た
、　

年
２６

度
と
比
較
し
て
約　

万
円

１４０

の
増
収
を
見
込
ん
で
い
る
。

施
行
期
日
が
３
月

１
日
と
な
っ
て
い

る
理
由
は
何
か
。

今
回
条
例
改
正
に

よ
り
料
金
改
定
を

行
う
４
館
で
協
議
す
る
中
、

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
の

値
上
げ
が
望
ま
し
い
と
の

意
見
も
あ
っ
た
が
、
旅
行

会
社
等
へ
の
周
知
や
入
館

券
等
の
準
備
な
ど
に
時
間

を
要
す
る
こ
と
を
勘
案
し
、

施
行
期
日
を
設
定
し
た
。

料
金
改
定
に
際
し

て
、
改
善
が
感
じ

ら
れ
る
と
こ
ろ
は
あ
る
の

か
。

歴
史
館
南
側
に
駐

車
場
を
整
備
し
た

こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
が

正
門
か
ら
入
場
で
き
る
こ

と
と
な
っ
た
ほ
か
、
バ
ス

の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
も
確
保

さ
れ
た
こ
と
が
大
き
な
改

善
点
で
あ
る
。

松
本
市
と
の
定
期

観
光
バ
ス
運
行
開

始
の
考
え
は
。

松
本
市
と
の
協
議

に
お
い
て
、
今
回

観
光
と
い
う
切
り
口
で
平

成　

年
２
月
か
ら
定
期
バ

２８
ス
を
運
行
す
る
こ
と
と
し

た
。
そ
の
状
況
に
よ
っ
て
、

今
後
公
共
交
通
と
し
て
の

直
通
バ
ス
を
検
討
す
る
。

橋
梁
長
寿
命
化
修

繕
事
業
を
実
施
す

る
農
林
部
所
管
の
橋
梁
は

ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

今
年
度
点
検
対
象

の 
熱  
泰  
寺 
橋
を
含

ね
っ 
た
い 
じ

め
て
、
３
橋
で
あ
る
。

 
問

 
答 池

波
正
太
郎
真
田
太

平
記
館
条
例
中
一
部

改
正

真
田
御
屋
敷
公
園

条
例
中
一
部
改
正

 
問

 
答

附帯意見　委員会の審査において、附託された案件の採択にあたり、委員会の意見や希望を表明するもの
伐倒薫蒸・樹幹注入　松くい虫防除の方法で、伐倒薫蒸は被害木を切り倒し密封、気体の薬剤を倒木に浸透させる方法。樹幹注入は幹に穴をあけて薬剤を注入する方法

一
般
会
計
補
正
予
算

 
問

 
答

総務文教委員会
●12月４日に開催し、条例案４件、予算案１件、事
件決議案２件、請願３件の審査を行いました。

●12月７日に開催し、条例案２件、予算案４件、事
件決議案１件の審査を行いました。

要概査審の
産業水道委員会

 
問

 
答

一
般
会
計
補
正
予
算

 
問

 
問

 
答

 
答
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今
回
増
額
と
な
っ

て
い
る
障
害
児
者

等
自
立
生
活
体
験
費
の
内

容
は
ど
う
か
。

通
常
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
使
う
場
合
、

支
給
区
分
判
定
を
受
け
、

そ
れ
に
基
づ
き
計
画
を
立

て
て
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
て

い
く
こ
と
と
な
る
が
、
そ

の
手
続
き
を
す
る
前
段
階

で
、
実
際
に
ど
の
サ
ー
ビ

ス
が
そ
の
方
に
と
っ
て
利

用
し
て
い
く
上
で
適
し
て

い
る
の
か
、
一
時
的
に
体

験
す
る
た
め
の
事
業
の
経

費
で
、
今
回
の
補
正
に
よ

り
、　

人
が
利
用
見
込
み

５９

で
あ
る
。補

正
予
算
の
中
で
、

子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
が
始
ま
っ
た

こ
と
に
よ
っ
て
予
算
措
置

し
た
も
の
は
あ
る
の
か
。

保
育
時
間
が
延
長

さ
れ
、
保
育
士
の

人
件
費
や
処
遇
改
善
分
を

上
乗
せ
し
て
運
営
費
を
支

給
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回

そ
れ
に
あ
わ
せ
て
私
立
保

育
園
等
へ
の
運
営
負
担
金

を
約
１
億
円
補
正
増
し
て

い
る
。

居
宅
介
護
サ
ー
ビ

ス
給
付
費
が
減
額

補
正
さ
れ
て
い
る
理
由
は

何
か
。

事
業
所
の
増
加
や

利
便
性
の
よ
さ
か

ら
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
が
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
に
移
行
し
た
た
め

で
あ
る
。
そ
れ
に
伴
い
、

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付

費
は
約
３
億
円
余
の
減
額
、

地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ

ス
給
付
費
は
２
億
６
千
万

円
余
の
増
額
と
な
っ
て
い

る
。

再
発
防
止
の
取
り

組
み
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

病
院
を
挙
げ
て
事

故
を
防
止
す
る
た

め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
作
り
、

研
修
会
を
何
度
も
行
い
、

二
度
と
こ
の
よ
う
な
事
故

が
起
き
な
い
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

 
問

 
答 一

般
会
計
補
正
予
算

 
問

上
田
城
跡
北
観
光

駐
車
場
に
お
い
て

「
真
田
丸
」放
送
期
間
中
は

特
別
期
間
の
対
応
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

「
千
本
桜
ま
つ
り
」

や「
紅
葉
ま
つ
り
」

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
時
の
利

用
が
一
番
多
い
と
考
え
期

間
設
定
し
た
。
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
や
夏
休
み
期

間
な
ど
、
も
う
一
度
観
光

客
の
入
り
込
み
を
予
想
す

る
な
か
で
再
検
討
し
て
い

き
た
い
。合

併　

周
年
記
念

１０

事
業
と
し
て
「
ご

当
地
婚
姻
届
」
作
成
の
狙

い
と
効
果
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

婚
姻
届
を
提
出
す

る
時
に
、
少
し
で

も
華
や
か
な
雰
囲
気
に
な

り
、
幸
せ
な
結
婚
を
願
い
、

ひ
い
て
は
、
地
元
に
愛
着

を
も
っ
て
住
み
続
け
て
い

た
だ
き
た
い
。
そ
ん
な
願

い
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、

婚
姻
届
提
出
の
際
に
「
記

念
証
」を
お
渡
し
し
、二
人

の
門
出
を
お
祝
い
し
た
い
。

「
真
田
丸
」放
送
を

控
え
、
市
道
「
櫓

下
泉
平
線
」
し
な
の
鉄
道

踏
切
の
開
通
は
、
渋
滞
の

解
消
や
観
光
客
の
回
遊
性

に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え

る
が
、
現
在
の
進
捗
状
況

は
ど
う
か
。

つ
い
先
頃
、
踏
切

廃
止
に
伴
う
代
替

通
路
の
整
備
に
つ
い
て
地

元
合
意
を
得
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
今
後
、
し
な
の
鉄

道
と
踏
切
新
設
の
協
定
を

締
結
し
工
事
を
進
め
る
が
、

時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら

平
成　

年
３
月
ま
で
に
供

２９

用
開
始
の
予
定
で
あ
る
。

中
之
条
大
型
作
業

場
及
び
矢
沢
共
同

作
業
場
に
関
し
、
保
管
場

所
と
し
て
の
利
用
が
あ
る

も
の
の
、
共
同
作
業
場
と

し
て
の
利
用
実
態
が
な
い

な
か
で
、
今
後
５
年
間
任

せ
る
理
由
は
あ
る
の
か
。

施
設
の
管
理
は
必

要
で
あ
り
、
市
の

直
接
的
な
経
費
負
担
が
な

い
こ
と
か
ら
引
き
続
き
お

願
い
す
る
が
、
こ
の
施
設

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
譲

渡
や
廃
止
を
含
め
検
討
し
、

指
定
期
間
の
５
年
と
は
言

わ
ず
、
早
い
時
点
で
結
論

を
出
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

都
市
公
園
条
例
中

一
部
改
正

 
問

 
答

 
問

 
答

介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

 
問

一
般
会
計
補
正
予
算

 
問

 
答

 
答

ゲートキーパー　自殺の危険を示すサインに気づき、声をかけ、話を聞き、必要な支援につなげる人。

環境建設委員会
●12月７日に開催し、条例案２件、予算案２件、事
件決議案２件、請願１件の審査を行いました。

会員委任常

厚 生 委 員 会
●12月4日に開催し、条例案１件、予算案６件、事件
決議案３件の審査を行いました。

 
答

 
問

 
答

出
産
後
の
児
の
死
亡

事
故
に
係
る
和
解

 
問

公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定

 
答
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マイナンバー制度　2013年５月の番号法成立により、年金の基礎年金番号、介護保険の被保険者番号など、 行政機関、自治体等が事務手続をする際に分野や組織を特定するための複数の番号
を同一人物の情報であることを確認できるように国民一人一人に個人番号と呼ばれる12桁の番号を付け、各分野、各機関が同じ番号を利用する制度。

2222222222222222222222222244444444444444444444444444人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人のののののののののののののののののののののののののの議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員がががががががががががががががががががががががががが市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政をををををををををををををををををををををををををを問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問うううううううううううううううううううううううううう
12月定例会一般質問要旨

　
　

月
定
例
会
で
は
一

１２
般
質
問
を　

月　

日
、

１１

３０

　

月
１
日
、
２
日
の
日

１２程
で
行
い
ま
し
た
。　
２４

人
の
議
員
が
質
問
を
行

い
、
市
政
に
つ
い
て
議

論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

問　

国
民
健
康
保
険
制
度
は

国
民
皆
保
険
制
度
の
根
幹
と

な
る
社
会
保
障
制
度
と
考
え

る
が
、
市
の
見
解
は
ど
う
か
。

答　
（
櫻
田
福
祉
部
長
）国
民

健
康
保
険
制
度
は
、
国
民
皆

保
険
制
度
の
中
核
を
担
い
、

最
後
の
支
え
手
と
し
て
重
要

な
制
度
と
考
え
て
い
る
。
国

民
健
康
保
険
制
度
の
維
持
の

た
め
国
、
県
、
市
町
村
が
そ

れ
ぞ
れ
の
責
務
を
果
た
す
と

と
も
に
、
被
保
険
者
の
相
互

扶
助
に
よ
る
保
険
制
度
の
仕

組
み
を
と
る
こ
と
で
、
持
続

可
能
で
健
全
な
運
営
が
図
ら

れ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

上
田
市
で
は
短
期
保
険

証
の
留
置
き
が
多
い
。
な
ぜ

留
置
き
を
し
て
い
る
の
か
。

も
し
保
険
税
納
付
を
短
期
保

険
証
の
発
行
に
あ
わ
せ
て
求

め
る
た
め
な
ら
、
税
の
納
付

と
保
険
証
の
発
行
は
切
り
離

し
て
考
え
、
無
保
険
状
態
に

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

改
善
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

答　
（
櫻
田
福
祉
部
長
）遅
れ

て
も
納
付
さ
れ
る
方
は
、
短

期
保
険
証
を
郵
送
し
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
方
以
外
は
、
窓
口

交
付
対
象
者
と
し
て
保
険
証

を
留
置
き
し
て
い
る
。
滞
納

者
の
生
活
状
況
全
般
の
聞
き

取
り
と
支
払
い
相
談
な
ど
、

折
衝
の
機
会
を
設
け
る
目
的

で
実
施
し
て
い
る
。
９
月
、

　

月
、
３
月
に
は
、
夜
間
臨

12時
窓
口
や
休
日
窓
口
を
開
設

し
、
保
険
証
の
交
付
に
努
め

て
い
る
。
ま
た
、
高
校
生
世

代
ま
で
の
被
保
険
者
に
は
、

留
置
き
せ
ず
に
交
付
し
て
い

る
。
最
終
的
に
は
有
効
期
間

内
に
郵
送
等
に
よ
り
保
険
証

が
届
く
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
証
の
窓
口
交

付
は
、
公
平
性
を
保
つ
こ
と
、

厳
し
い
国
保
財
政
の
税
収
確

保
の
た
め
、
や
む
を
得
な
い

手
段
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

国
民
健
康
保
険

問　

個
人
番
号
の
漏
え
い
対

策
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答　
（
宮
川
総
務
部
長
）市
で

は
基
本
方
針
並
び
に
取
扱
規

程
を
策
定
し
た
。
取
扱
規
程

で
は
、
１
つ
と
し
て
、
取
扱

規
程
に
基
づ
く
運
用
や
取
り

扱
い
状
況
を
確
認
す
る
手
段

等
を
定
め
た
組
織
的
安
全
管

理
措
置
、
２
つ
と
し
て
、
事

務
取
扱
担
当
者
の
監
督
、
教

育
を
定
め
た
人
的
安
全
管
理

措
置
、
３
つ
と
し
て
、
個
人

番
号
を
取
り
扱
う
区
域
の
管

理
、
機
器
及
び
電
子
媒
体
等

の
盗
難
等
の
防
止
な
ど
を
定

め
た
物
理
的
安
全
管
理
措
置
、

４
つ
と
し
て
、
ア
ク
セ
ス
制

限
や
外
部
か
ら
の
不
正
ア
ク

セ
ス
等
の
防
止
等
を
定
め
た

技
術
的
安
全
管
理
措
置
を
講

ず
る
こ
と
を
規
定
し
て
お
り
、

策
定
し
た
基
本
方
針
と
取
扱

規
程
を
さ
ら
に
職
員
に
周
知

徹
底
す
る
こ
と
で
情
報
管
理

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問　

個
人
番
号
の
仕
組
み
や

制
度
に
つ
い
て
説
明
不
足
と

感
じ
る
が
周
知
の
状
況
は
。

答　
（
宮
川
総
務
部
長
）マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
が
複
雑
で
わ

か
り
に
く
い
仕
組
み
で
あ
る

こ
と
も
、
ご
指
摘
の
よ
う
に

市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
い

た
だ
く
に
つ
い
て
不
十
分
で

あ
る
原
因
の
一
つ
と
考
え
て

い
る
。
市
と
し
て
は
、　

月
１０

か
ら
こ
の
専
用
電
話
を
開
設

し
た
。
ま
た
、「
広
報
う
え

だ
」
等
に
も
Ｑ
＆
Ａ
を
充
実

し
て
、
で
き
る
限
り
の
わ
か

り
や
す
い
内
容
で
掲
載
を
し
、

市
民
の
皆
様
に
制
度
の
ご
理

解
が
進
む
よ
う
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

・
サ
イ
バ
ー
攻
撃
へ
の
対
策

・
別
所
温
泉
地
域
の
今
後
の

開
発

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

 
成
瀬　
 
拓
議
員
（
日
本
共
産
党
）

一
般
質
問

 
林　

和
明
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問
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日本遺産　地域の歴史的魅力や特色を通じて我が国の文化・伝統を語るストーリーを「日本遺産」として認定し、魅力ある有形・無形の様々な文化財群を総合的に活用する取り組み。

問　
「
真
田
丸
」放
送
後
の
新

た
な
地
域
振
興
策
で
日
本
遺

産
認
定
を
積
極
的
に
目
指
せ

な
い
か
。

答　
（
母
袋
市
長
）上
田
市
は

各
時
代
の
一
級
の
文
化
遺
産

が
あ
り
、
重
層
的
な
文
化
、

歴
史
を
有
し
て
お
り
、
日
本

遺
産
へ
の
登
録
に
つ
い
て
は

「
真
田
丸
」以
降
の
地
域
活
性

化
や
、
知
名
度
ア
ッ
プ
に
お

い
て
大
い
に
寄
与
で
き
る
も

の
と
期
待
感
を
持
っ
て
い
る
。

日
本
遺
産
の
発
表
が
あ
っ
た

際
に
も
、
研
究
す
る
よ
う
に

指
示
は
早
々
に
出
し
、
日
本

遺
産
登
録
の
前
提
と
な
る
歴

史
文
化
基
本
構
想
の
策
定
を

平
成　

年
度
か
ら
の
実
施
計

２８

画
に
し
っ
か
り
と
位
置
づ
け

て
お
り
、
登
録
認
定
を
目
指

す
こ
と
は
上
田
市
版
の
総
合

戦
略
に
既
に
登
載
し
て
い
る
。

今
後
、
登
録
認
定
の
準
備
作

業
を
粛
々
と
進
め
て
い
き
た

い
。

問　

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
充
実
さ
せ
、
市
独
自
の
認

定
制
度
な
ど
を
設
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
。

答　
（
櫻
田
福
祉
部
長
）認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
の
目

的
は
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ

イ
ト
連
絡
協
議
会
が
作
成
し

た
テ
キ
ス
ト
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
使

用
し
、
認
知
症
に
対
す
る
理

解
を
広
く
住
民
に
浸
透
す
る

こ
と
で
あ
り
、
市
で
は
受
講

者
名
簿
の
管
理
は
行
っ
て
い

な
い
。
し
か
し
、
認
知
症
支

援
を
検
討
す
る
中
で
は
認
知

症
専
門
人
材
の
育
成
も
し
っ

か
り
と
検
討
す
る
。
新
オ
レ

ン
ジ
プ
ラ
ン
の
指
針
で
は
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
あ
く

ま
で
も
で
き
る
範
囲
で
手
助

け
を
行
う
と
い
う
活
動
の
任

意
性
は
維
持
し
つ
つ
、
認
知

症
高
齢
者
等
に
優
し
い
地
域

づ
く
り
の
様
々
な
場
面
で
活

躍
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す

る
と
あ
り
、
可
能
な
範
囲
で

対
応
し
た
い
。

日
本
遺
産
認
定

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　
　

養
成
講
座

問　
　

年
が
経
過
し
た
上
田

２９

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
今
後

予
想
さ
れ
る
維
持
、
修
繕
経

費
は
い
く
ら
か
、
い
つ
ま
で

炉
の
維
持
は
可
能
か
。

答　
（
堀
内
生
活
環
境
部
長
）

平
均
で
年
間
約
３
億
円
の
維

持
経
費
が
見
込
ま
れ
、
資
源

循
環
型
施
設
が
稼
動
す
る
ま

で
運
転
・
維
持
に
努
め
る
。

問　

資
源
循
環
型
施
設
建
設

周
辺
の
地
域
振
興
策
は
、
ご

み
の
処
理
量
に
応
じ
て
、
地

元
自
治
会
や
関
係
団
体
に
協

力
金
を
交
付
す
る
考
え
は
。

答　
（
堀
内
生
活
環
境
部
長
）

現
在
地
域
振
興
策
の
た
た
き

台
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

今
後
関
係
地
区
の
皆
様
の
ご

意
見
・
ご
要
望
を
お
聞
き
し
、

具
体
的
な
内
容
を
協
議
し
て

い
く
。
協
力
金
に
つ
い
て
は

支
出
の
妥
当
性
・
必
要
性
に

つ
い
て
慎
重
に
検
討
す
る
。

問　

上
田
市
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
市
長
は
、
最
重
要
課
題

解
決
に
向
け
て
市
民
目
線
で
、

今
後
ど
う
行
動
を
自
ら
起
こ

し
て
い
く
の
か
。

答　
（
母
袋
市
長
）地
域
の
皆

様
と
し
っ
か
り
向
き
合
い
な

が
ら
対
話
を
辛
抱
強
く
重
ね

て
い
く
過
程
の
中
で
、
自
ら

先
頭
に
立
ち
な
が
ら
地
域
の

様
々
な
ご
意
見
・
ご
要
望
を

お
聞
き
し
、
こ
の
地
域
の
将

来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
広
く
議
論
を
重
ね

な
が
ら
、
お
互
い
に
信
頼
関

係
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が

最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

問　

市
の
独
自
事
業
で
ひ
と

り
親
家
庭
の
児
童
扶
養
手
当

を
充
実
す
る
考
え
は
。

答　
（
神
代
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）
国
の
制
度
改
正
を

注
視
し
、
県
と
連
携
を
と
り

な
が
ら
、
経
済
的
支
援
・
就

業
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
い

く
。

 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

・
市
有
財
産
の
利
活
用

・
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
会
の

視
察
結
果

資
源
循
環
型
社
会
形
成

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援

問　

現
在
の
子
育
て
支
援
情

報
の
周
知
方
法
は
ど
う
か
、

今
後
の
利
便
性
が
高
い
情
報

発
信
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の

考
え
は
ど
う
か
。

答　
（
神
代
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）
子
育
て
支
援
情
報

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
紙
媒

体
の
他
、
登
録
者
に
メ
ー
ル

配
信
を
行
っ
て
い
る
。
子
育

て
世
代
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
利
用
率
は　

％
以
上
を
占

８０

め
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も

ア
ク
セ
ス
可
能
な
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
を
活
用
し
た
情
報

発
信
の
検
討
が
必
要
と
考
え

る
。

問　

今
後
は
上
田
市
の
特
徴

に
合
わ
せ
て
柔
軟
に
情
報
提

供
が
で
き
る
ア
プ
リ
の
開
発

推
進
に
向
け
検
討
す
べ
き
だ

が
、
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

答　
（
神
代
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）
民
間
を
含
め
た
結

婚
、
妊
娠
、
出
産
、
育
児
等

の
支
援
情
報
を
一
元
化
し
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
手
軽
に

必
要
な
情
報
が
得
ら
れ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
ア

プ
リ
の
研
究
開
発
は
重
要
と

捉
え
て
い
る
。

問　

市
長
は
、
事
業
の
選
択

と
集
中
を
行
い
な
が
ら
行
財

政
改
革
に
努
め
、
財
政
運
営

を
行
う
と
し
て
い
る
。
市
内

各
地
域
で
は
そ
れ
ぞ
れ
に
実

情
が
異
な
る
中
、
市
民
の
要

望
に
対
し
て
施
策
の
選
択
と

集
中
や
予
算
配
分
は
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

答　
（
母
袋
市
長
）予
算
編
成

は
、
新
た
に
総
合
戦
略
に
掲

げ
ら
れ
た
事
業
、
ま
た　

の
１０

重
点
分
野
へ
優
先
的
に
財
源

配
分
を
行
う
。
予
算
計
上
は
、

今
後
の
事
業
の
市
民
ニ
ー
ズ

や
緊
急
性
な
ど
を
慎
重
に
見

き
わ
め
決
定
し
て
い
く
。

子
育
て
支
援

 
松
山　

賢
太
郎
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

 
松
尾　

卓
議
員
（
公
明
党
）

一
般
質
問

 
西
沢　

逸
郎
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

予
算
編
成



（8）

ビッグデータ　インターネットや店舗などで発信される位置情報やポイントカードの利用履歴など日常蓄積される膨大なデータ。これらの活用方法が各業界で検討されている。

問　

長
野
大
学
が
「
な
く
て

は
な
ら
な
い
大
学
」
と
い
う

提
示
が
で
き
る
の
か
。

答　
（
母
袋
市
長
）長
野
大
学

に
は
１
２
０
０
余
名
の
学
生

が
在
学
、
う
ち
上
田
市
出
身

者
は
約
２
割
、
県
内
出
身
者

は
約
８
割
。
ま
た
、
卒
業
生

の
就
職
先
に
つ
い
て
も
、
社

会
福
祉
法
人
や
企
業
な
ど
、

２
割
弱
が
市
内
に
就
職
、
８

割
弱
の
卒
業
生
が
県
内
に
就

職
し
て
い
る
。
長
野
大
学
で

は
、
多
く
の
地
元
の
学
生
を

受
け
入
れ
、
育
成
し
地
域
に

輩
出
し
、
こ
れ
ま
で
も
そ
の

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
。

ま
た
、
経
済
波
及
効
果
は
、

　
・
１
億
円
と
推
計
。多
く
の

１８若
者
が
生
活
し
て
い
る
こ
と

は
、
ま
ち
の
活
性
化
に
寄
与

し
、県
外
か
ら
の
受
験
、入
学

な
ど
で
上
田
市
を
知
っ
て
も

ら
う
機
会
が
増
え
、
市
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が

る
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
支

え
ら
れ　

年
間
続
い
て
き
た

５０

こ
の
大
学
は
、
な
く
て
は
な

ら
な
い
大
学
と
考
え
て
い
る
。

問　

今
後
の
上
田
市
を
ど
う

し
て
い
く
か
と
い
う
ビ
ジ
ョ

ン
の
中
で
、
長
野
大
学
は
ど

う
あ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る

の
か
。

答　
（
母
袋
市
長
）当
市
に
は
、

各
種
専
門
学
校
、
短
期
大
学
、

４
年
制
大
学
と
い
っ
た
、
高

等
教
育
機
関
が
集
積
す
る
こ

と
は
、
同
規
模
の
他
の
地
方

都
市
に
は
な
い
強
み
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
上
田
市
版
総
合

戦
略
に
お
い
て
「
学
園
都
市

づ
く
り
」
を
重
要
な
テ
ー
マ

と
し
て
掲
げ
た
。
公
立
大
学

法
人
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
元
を
は
じ
め
全
国
か
ら
学

生
が
集
ま
る
魅
力
あ
る
学
校

づ
く
り
を
進
め
、
地
域
の
人

材
を
地
域
で
育
て
、
地
元
の

企
業
で
活
躍
し
て
も
ら
う
こ

と
で
、
優
秀
な
人
材
を
大
都

市
圏
に
送
っ
て
し
ま
う
の
で

は
な
く
、
地
域
に
残
っ
て
も

ら
い
、
地
域
内
で
の
人
の
循

環
を
生
み
出
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

市
民
に
開
か
れ
た

長
野
大
学
公
立
大
学

 

法
人
化
の
検
討

問　

議
会
初
日
の
全
員
協
議

会
に
お
い
て
、
庁
舎
耐
震
化

補
強
基
本
設
計
の
結
果
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
。
耐
震

補
強
で
は
庁
舎
自
体
の
長
寿

命
化
に
な
ら
な
い
の
に
多
額

の
事
業
費
が
か
か
り
、
見
栄

え
も
悪
く
使
い
勝
手
が
悪
い

な
ど
様
々
な
課
題
・
問
題
点

が
あ
る
。
思
い
切
っ
て
建
て

替
え
を
検
討
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答　
（
小
野
塚
財
政
部
長
）耐

震
診
断
の
結
果
、
耐
震
指
数

値
が
基
準
値
を
下
回
り
耐
震

補
強
が
必
要
と
な
り
、
基
本

設
計
を
実
施
、
そ
の
結
果
、

補
強
ブ
レ
ー
ス
や
補
強
壁
が

庁
舎
内
外
至
る
と
こ
ろ
に
設

置
さ
れ
、
庁
舎
入
口
や
執
務

室
間
、
共
用
部
な
ど
職
員
の

執
務
や
市
民
の
利
用
に
大
き

な
影
響
が
あ
る
。
事
業
費
も

実
施
計
画
時　

億
円
と
し
て

２４

い
た
も
の
が
、　

億
６
９
０

３６

０
万
円
と
な
っ
た
。
補
強
工

事
を
し
て
も
耐
用
年
数
が
伸

び
る
も
の
で
は
な
い
等
様
々

な
課
題
が
あ
る
。
現
地
で
の

建
て
替
え
は
、
来
庁
さ
れ
る

市
民
の
皆
さ
ん
の
駐
車
場
の

確
保
が
必
要
と
な
る
が
、
空

き
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
建

築
す
る
こ
と
で
、
業
務
を
継

続
し
な
が
ら
の
建
て
替
え
は

可
能
と
考
え
る
。
合
併
特
例

債
の
発
行
期
限
は
平
成　

年
３２

度
ま
で
で
、
上
限　

億
円
と

３９０

な
っ
て
お
り
、
現
在
累
計　
３１２

億
円
余
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
も
実
施
計
画
の
事
業
で
も

活
用
が
見
込
ま
れ
て
い
る
の

で
調
整
が
必
要
と
な
る
。
今

年
度
中
に
方
向
を
決
定
し
て

い
き
た
い
。　

答　
（
母
袋
市
長
）庁
内
で
比

較
検
討
し
て
み
る
た
め
の
作

業
を
指
示
し
た
。
市
民
、
議

会
の
声
を
聞
い
て
最
終
的
な

方
針
を
出
し
た
い
。

 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

・
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
開
館　

１
年
間
の
利
用
状
況

・
上
田
市
版
総
合
戦
略

市
庁
舎
の
耐
震
化

問　

塩
川
石
井
千
曲
団
地
で

は
千
曲
川
増
水
時
、
水
門
閉

門
に
よ
り
消
防
団
に
よ
る
排

水
作
業
で
内
水
氾
濫
に
対
応

し
て
来
た
が
現
状
は
ど
う
か
。

答　
（
清
水
都
市
建
設
部
長
）

集
中
豪
雨
な
ど
で
緊
急
性
を

要
す
る
場
合
に
は
石
井
配
水

樋
管
操
作
要
領
の
規
定
で
、

水
門
操
作
を
地
元
自
治
会
に

お
願
い
し
平
成　

年
度
か
ら

２５

は
６
月
か
ら　

月
ま
で
大
型

１０

ポ
ン
プ
を
設
置
し
緊
急
時
に

は
地
元
自
治
会
、
消
防
団
と

情
報
共
有
し
て
い
る
。

問　

大
規
模
の
内
水
氾
濫
を

想
定
し
、
千
曲
川
流
域
で
排

水
水
門
の
設
置
箇
所
と
内
水

氾
濫
発
生
時
の
対
応
は
。

答　
（
清
水
都
市
建
設
部
長
）

市
内
千
曲
川
に
水
門
が
設
置

さ
れ
た
配
水
管
は
５
ヶ
所
。

千
曲
川
水
位
上
昇
時
は
上
田

市
防
災
計
画
に
基
づ
き
対
策

し
、
場
合
に
よ
り
千
曲
川
河

川
事
務
所
所
有
の
大
型
排
水

ポ
ン
プ
を
要
請
す
る
。

問　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
放

送
を
控
え
観
光
客
が
増
加
す

る
中
、
公
園
管
理
体
制
の
現

状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
（
清
水
都
市
建
設
部
長
）

上
田
地
域
と
丸
子
地
域
の
都

市
公
園
、
児
童
遊
園
地
な
ど

の　

％
を
本
庁
の
公
園
緑
地

８７
課
が
所
管
。
真
田
地
域
、
武

石
地
域
は
各
自
治
セ
ン
タ
ー

が
所
管
し
て
い
る
。

問　

公
園
の　

ヶ
所
が
本
庁

２６７

管
理
だ
が
観
光
客
が
激
増
し

た
時
に
上
田
城
跡
公
園
の
管

理
は
現
状
で
問
題
な
い
か
。

答　
（
清
水
都
市
建
設
部
長
）

限
ら
れ
た
職
員
体
制
で
効
果

的
、
効
率
的
な
管
理
を
心
が

け
、
必
要
に
応
じ
専
門
業
者

へ
の
業
務
委
託
も
す
る
。

問　

来
年
だ
け
で
も
上
田
、

丸
子
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
で
公

園
管
理
を
担
当
で
き
な
い
か
。

答　
（
清
水
都
市
建
設
部
長
）

効
率
性
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
を
考
慮
し
所
管
を
検
討
す

る
。

内
水
氾
濫
へ
の
対
応

公
園
管
理

 
渡
辺　

正
博
議
員
（
日
本
共
産
党
）

一
般
質
問

 
南
波　

清
吾
議
員
（
創
始
会
）

一
般
質
問

 
金
子　

和
夫
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問
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本会議を傍聴されたみなさんの声　
～こんなご感想・ご意見をいただきました～傍聴者

の声 　12月定例会において、本会議を傍聴された方はのべ70人でした。
　傍聴された皆さんには、ご感想やご意見をアンケート用紙に記入していただ
いています。お寄せいただいたご感想、ご意見の一部を紹介します。

○初めて傍聴させていただきました。ＣＡＴＶなどで放送されているとはいえ、傍聴
される方が少ないことに驚きました。実際に見学すると、迫力が違ったりするので、
大勢の方に来て観ていただきたいと思います。（40代 女性）

○長野市から転居してきて6年目になりますが、人柄や伝統文化がとてもよく、上田市
に定住したいと考えていましたが、議員の皆様の質問も住民の小さな声を丁寧に取
り上げてくださっていると知り、ますますその思いが強くなりました。（40代 男性）

問　

利
用
料
が
２
割
負
担
と

な
っ
た
利
用
者
は
ど
の
く
ら

い
か
。
介
護
を
制
限
し
た
と

い
う
声
は
な
い
か
。

答　
（
櫻
田
福
祉
部
長
）　

月
１１

１
日
現
在
、
認
定
者
９
０
４

６
人
中
、
２
割
負
担
と
な
っ

た
の
は　

人
、
８
％
。
サ
ー

７１９

ビ
ス
利
用
を
見
直
す
必
要
が

あ
る
と
い
っ
た
声
も
あ
っ
た
。

問　

市
独
自
の
介
護
事
業
所

へ
の
聞
き
取
り
等
の
実
態
調

査
を
行
い
、
特
に
小
規
模
事

業
所
へ
の
支
援
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
（
櫻
田
福
祉
部
長
）現
在

県
よ
り
介
護
報
酬
改
定
の
影

響
に
つ
い
て
、
各
事
業
所
に

調
査
票
を
配
布
し
て
い
る
。

県
の
調
査
を
活
用
し
状
況
把

握
し
た
い
。
小
規
模
事
業
所

へ
の
支
援
は
、
総
合
的
な
検

証
を
行
っ
て
検
討
し
た
い
。

問　

市
が
実
施
す
る
「
新
し

い
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
」
の
進
捗
状
況

は
。
特
に
担
い
手
の
確
保
、

給
付
単
価
の
設
定
は
ど
う
か
。

答　
（
櫻
田
福
祉
部
長
）モ
デ

ル
事
業
と
し
て
、
生
活
支
援

型
訪
問
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
て
、
今
年
度
内
に
実
施

で
き
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

単
価
の
設
定
は
、
現
在
の
通

所
・
訪
問
サ
ー
ビ
ス
の
単
価

変
更
は
考
え
て
い
な
い
。
新

た
な
サ
ー
ビ
ス
は
予
防
給
付

費
の
７
割
程
度
を
上
限
と
し

て
単
価
設
定
し
た
。

問　

公
立
保
育
園
の
非
正
規

職
員
だ
け
の
ク
ラ
ス
数
は　
８７

（　

・
７
％
）。
少
な
く
と
も

４５ク
ラ
ス
担
任
の
１
人
は
正
規

職
員
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
（
神
代
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）
現
在
の
常
勤
保
育

士
数
を
維
持
し
、
保
育
園
等

の
統
廃
合
を
進
め
る
中
で
、

ク
ラ
ス
担
任
の
内
１
人
は
正

規
職
員
を
配
置
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
く
。

介
護
保
険
制
度

問　

車
椅
子
、
妊
産
婦
・
高

齢
者
等
に
配
慮
し
た
専
用
区

画
表
示
は
自
動
車
が
停
車
す

る
と
こ
の
区
画
が
専
用
駐
車

ス
ペ
ー
ス
と
は
分
ら
な
い
の

が
市
公
共
施
設
、
市
所
有
駐

車
場
の
大
半
を
占
め
専
用
区

画
を
必
要
と
す
る
方
が
必
要

な
と
き
に
利
用
で
き
な
い
。

さ
ら
に
、
一
般
の
不
適
正
駐

車
の
要
因
を
助
長
さ
せ
て
い

る
。
車
で
隠
れ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
区
画
前
面
表
示
や
立

面
表
示
の
看
板
の
設
置
な
ど

明
確
な
表
示
を
す
る
考
え
は
。

答　
（
小
野
塚
財
政
部
長
）市

役
所
駐
車
場
は
薄
く
な
っ
た

塗
装
の
一
部
改
修
、
立
面
表

示
設
置
を
検
討
。
上
田
城
跡

周
辺
の
新
設
す
る
駐
車
場
は

専
用
区
画
と
分
か
る
舗
装
の

着
色
ま
た
は
区
画
前
面
の
表

示
、
立
面
看
板
等
を
設
置
し

適
正
利
用
を
図
る
。

問　

県
が
導
入
す
る
パ
ー
キ

ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト
制
度
と
共

に
適
正
な
身
障
者
等
の
専
用

駐
車
区
画
の
利
用
に
つ
い
て

市
民
へ
の
広
報
・
啓
発
の
考

え
は
ど
う
か
。

答　
（
櫻
田
福
祉
部
長
）来
年

は
県
内
外
か
ら
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
る
。
必
要
な
方
が

駐
車
場
を
利
用
で
き
る
適
正

利
用
の
推
進
を
市
民
・
駐
車

場
管
理
者
等
に
呼
び
か
け
る
。

問　

高
校
生
議
会
の
意
義
・

目
的
と
小
中
学
生
等
子
ど
も

達
に
意
見
を
聞
く
機
会
を
ど

う
考
え
る
か
。

答　
（
母
袋
市
長
）合
併　

周
１０

年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

市
政
へ
の
質
問
・
意
見
の
発

表
か
ら
高
校
生
が
市
政
、
ま

ち
づ
く
り
に
参
画
す
る
喜
び

と
き
っ
か
け
づ
く
り
に
な
れ

ば
と
考
え
る
。
小
中
学
校
へ

は
私
自
ら
出
向
き
、
普
段
の

学
校
生
活
を
送
る
子
ど
も
た

ち
と
意
見
を
交
わ
す
学
校
訪

問
を
計
画
し
て
い
る
。
今
後

も
子
ど
も
た
ち
と
の
意
見
交

換
は
積
極
的
に
取
り
入
れ
た

い
。

身
障
者
等
の　
　
　

　
　

専
用
駐
車
区
画

 
古
市　

順
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

一
般
質
問

 
半
田　

大
介
議
員
（
公
明
党
）

一
般
質
問

保
育
問
題

主
権
者
教
育

パーキングパーミット制度　車椅子、高齢者、妊産婦等本人に利用者証を発行し、本人またはその介助者や介護者が運転する自動車を専用区画に駐車する際、利用者証をルームミラーにかけ、
専用区画に必要な方が必要なときに駐車場が利用できるようにする制度。全国32府県が導入、相互利用をしている。長野県は来年7月頃から導入。
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サンマル交通圏　上田広域の市町村の中心部から最寄りのICまで約30分での接続に加え、上田駅と周辺の主要公共施設等へ同等の時間内でアクセスするための総合的な交通体系構想

問　
「
真
田
丸
」の
舞
台
と
な

る
大
阪
天
王
寺
区
と
の
友
好

関
係
を
更
に
深
め
る
た
め
に
、

友
好
都
市
協
定
を
締
結
し
て

い
く
考
え
は
な
い
か
。

答　
（
母
袋
市
長
）大
阪
市
の

新
市
長
就
任
を
機
に
、
改
め

て
友
好
都
市
協
定
の
締
結
も

含
め
て
連
携
強
化
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問　

上
田
駅
前
に
あ
る
イ
ト

ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
跡
地
は
、
こ

の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
市

の
イ
メ
ー
ジ
に
も
影
響
す
る
。

地
権
者
等
と
協
議
を
し
な
が

ら
、
観
光
へ
の
利
活
用
を
模

索
出
来
な
い
か
。

答　
（
関
商
工
観
光
部
長
）ご

指
摘
の
場
所
は
民
有
地
で
も

あ
り
行
政
の
関
与
に
は
限
界

も
あ
る
が
、
市
も
商
工
会
議

所
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
地

権
者
の
土
地
利
用
に
向
け
た

情
報
提
供
、
調
整
等
に
支
援

を
し
て
い
き
た
い
。

問　

現
在
の
路
線
バ
ス
を
観

光
客
に
も
っ
と
利
用
し
や
す

い
よ
う
に
工
夫
で
き
な
い
か
。

答　
（
関
商
工
観
光
部
長
）路

線
バ
ス
は
住
民
の
移
動
手
段

で
あ
る
た
め
、
観
光
地
等
を

案
内
す
る
表
示
は
殆
ど
し
て

こ
な
か
っ
た
。
今
後
は
、
観

光
地
へ
行
く
た
め
の
乗
り
場

や
下
車
す
る
停
留
所
、
所
要

時
間
等
必
要
な
観
光
情
報
を

提
供
で
き
る
よ
う
事
業
者
と

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

長
野
大
学
は
公
立
大
学

法
人
化
後
に
改
革
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、
６
年
を
目
途

に
改
革
方
針
を
打
ち
出
す
と

の
提
案
を
し
て
い
る
が
、
そ

れ
で
は
遅
過
ぎ
な
い
か
。

答　
（
金
子
政
策
企
画
部
長
）

大
学
改
革
の
検
討
に
は
、
早

目
に
着
手
す
る
よ
う
こ
れ
ま

で
も
市
か
ら
大
学
側
に
要
望

し
て
き
た
。
現
在
、
外
部
委

員
を
含
む
検
討
委
員
会
を
設

置
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る

と
お
聞
き
し
て
い
る
。

上
田
市
の
観
光
施
策

問　

ど
の
よ
う
な
有
識
者
メ

ン
バ
ー
構
成
で
検
討
さ
れ
た

か
。
ま
た
、
今
後
の
取
り
組

み
方
針
は
。

答　
（
金
子
政
策
企
画
部
長
）

産
業
界
等
、
金
融
機
関
、
創

業
起
業
支
援
に
取
り
組
ん
で

い
る
方
な
ど
各
界
の
代
表　
１７

名
で
あ
る
。
今
後
は
具
体
的

施
策
に
つ
い
て
国
の
新
型
交

付
金
を
活
用
し
進
め
る
中
で
、

改
訂
、
見
直
し
を
検
証
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

問　

こ
の
地
方
創
生
総
合
戦

略
で
の
教
育
行
政
の
果
た
す

役
割
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答　
（
小
林
教
育
長
）人
口
減

少
、
流
出
防
止
と
活
性
化
に

向
け
学
び
育
っ
た
子
供
た
ち

が
住
み
続
け
る
と
共
に
市
外

で
学
ん
だ
者
も
上
田
に
帰
り

企
業
振
興
に
果
た
す
郷
土
愛

を
育
む
面
の
役
割
も
総
合
戦

略
の
中
で
、
担
っ
て
い
く
。

問　

こ
の
取
り
組
み
は
ス
ピ

ー
ド
と
大
胆
に
優
位
性
が
求

め
ら
れ
る
が
市
長
の
意
気
込

み
と
方
針
は
ど
う
か
。

答　
（
母
袋
市
長
）人
口
減
少

社
会
を
見
据
え
、
世
代
を
超

え
て
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
む
け
て

当
面
５
年
と
い
う
計
画
期
間

の
中
で
、
検
証
、
見
直
し
と

追
加
も
加
え
な
が
ら
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
積
極
性
と
気

概
を
持
っ
て
進
め
て
い
く
。

問　

少
子
化
対
策
で
安
心
し

て
働
き
な
が
ら
生
み
育
て
ら

れ
る
育
児
休
業
制
度
の
充
実

が
求
め
ら
れ
る
が
、
市
の
改

善
へ
の
取
り
組
み
方
針
は
。

答　
（
神
代
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）
国
も
こ
の
制
度
の

充
実
方
針
を
示
し
て
お
り
、

県
、
商
工
会
議
所
な
ど
と
連

携
し
制
度
の
充
実
へ
の
働
き

か
け
啓
発
に
さ
ら
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

地
方
創
生
総
合
戦
略

問　

検
討
委
員
会
が
社
会
福

祉
授
産
事
業
、
就
労
継
続
支

援
事
業
、
上
田
事
業
所
、
武

石
事
業
所
の
４
つ
に
整
理
・

分
類
し
て
検
討
を
行
っ
た
結

果
、
導
き
出
し
た
答
申
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

答　
（
櫻
田
福
祉
部
長
）社
会

福
祉
授
産
事
業
に
つ
い
て
は
、

「
社
会
経
済
状
況
の
変
化
に

伴
い
利
用
者
の
確
保
や
作
業

の
確
保
が
困
難
で
あ
り
、
今

後
も
そ
の
厳
し
さ
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
一
定
期
間
内

で
の
終
了
に
向
け
た
取
り
組

み
を
し
て
い
く
こ
と
」。
就

労
継
続
支
援
事
業
は
、「
専

門
性
を
生
か
し
実
績
を
上
げ

て
い
る
社
会
福
祉
法
人
等
が

市
内
に
数
多
く
あ
る
こ
と
か

ら
、
民
間
に
よ
る
事
業
実
施

を
優
先
す
べ
き
」
と
の
意
見

で
あ
っ
た
。
事
業
所
別
で
は
、

上
田
事
業
所
は
「
建
物
の
老

朽
化
が
進
み
利
用
者
の
減
少

に
も
影
響
を
与
え
て
お
り
、

今
後
の
受
注
見
込
み
か
ら
も

施
設
を
運
営
し
て
い
く
こ
と

は
困
難
と
な
る
た
め
、
施
設

の
廃
止
に
向
け
た
対
応
を
選

択
し
て
い
く
こ
と
」。
武
石

事
業
所
は
「
武
石
地
域
で
唯

一
の
障
が
い
者
の
就
労
支
援

施
設
と
し
て
地
域
に
貢
献
し

て
お
り
、
施
設
も
新
し
い
の

で
障
が
い
者
の
就
労
支
援
施

設
と
し
て
特
化
し
、
住
民
と

の
交
流
に
理
解
が
あ
り
継
続

的
に
事
業
を
実
施
で
き
る
民

間
事
業
者
に
よ
る
運
営
に
し

て
い
く
こ
と
」、
と
の
意
見

で
あ
っ
た
。

問　

事
業
を
整
理
し
民
間
移

行
を
勧
奨
す
る
な
ど
、
私
は

妥
当
な
答
申
と
捉
え
る
が
市

は
ど
う
判
断
す
る
か
。

答　
（
櫻
田
福
祉
部
長
）重
い

内
容
で
あ
り
、
慎
重
に
議
論

し
て
も
ら
っ
た
答
申
を
尊
重

す
べ
き
と
真
摯
に
受
け
と
め

て
お
り
、
基
本
的
に
答
申
内

容
に
沿
っ
た
形
で
進
め
た
い
。

上
田
市
社
会
就
労
セ
ン

タ
ー
あ
り
方
検
討
委
員

会
の
答
申
と
今
後
に　

　
　

関
す
る
考
え
方

 
土
屋　

勝
浩
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

長
野
大
学　
　
　
　

　

公
立
大
学
法
人
化

 
深
井　

武
文
議
員
（
上
田
新
風
会
）

一
般
質
問

 
三
井　

和
哉
議
員
（
上
田
新
風
会
）

一
般
質
問

育
児
休
業
制
度
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データヘルス　保険者が保有するレセプトや特定健康診査、特定保健指導などのデータを活用し行う保健事業。

問　

過
去
３
年
間
の
被
害
額

は
ど
れ
く
ら
い
か
。

答　
（
保
科
農
林
部
長
）平
成

　

年
～　

年
ま
で
、
毎
年
２

２４

２６

３
０
０
万
円
台
の
被
害
報
告

が
あ
る
。
Ｊ
Ａ
や
森
林
組
合

か
ら
の
申
告
に
よ
る
数
字
な

の
で
、
実
際
は
か
な
り
上
回

る
と
推
察
し
て
い
る
。

問　

県
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
駆

除
を
４
万
頭
と
し
て
い
る
。

駆
除
し
た
後
の
処
理
は
、
ど

の
様
に
し
て
い
る
か
。

答　
（
保
科
農
林
部
長
）自
家

処
理
の
ほ
か
、
そ
の
場
で
埋

設
す
る
方
法
と
、
共
同
埋
設

地
に
運
搬
す
る
方
法
が
あ
る
。

埋
設
に
要
す
る
時
間
は
木
の

根
等
が
障
害
に
な
り
、
人
力

に
よ
る
作
業
は
相
当
の
重
労

働
と
聞
く
。

問　

山
ノ
内
町
で
は
、
地
獄

谷
の
ス
ノ
ー
モ
ン
キ
ー
が
外

国
人
観
光
客
の
人
気
を
集
め

て
い
る
。
鹿
教
湯
温
泉
伝
説

に
ち
な
ん
で
、
観
光
と
補
獲

・
解
体
処
理
を
兼
ね
た
施
設

は
出
来
な
い
か
。

答　
（
保
科
農
林
部
長
）多
く

の
課
題
が
あ
り
、
充
分
な
検

討
が
必
要
で
あ
る
。

問　

市
営
住
宅
の
、
入
居
募

集
の
状
況
は
ど
う
か
。

答　
（
堀
内
生
活
環
境
部
長
）

年
４
回
募
集
し
、　

年
度
は
、

２６

　

戸
の
募
集
に
対
し
て
応
募

５５が　

件
だ
っ
た
。

７８
問　

老
朽
化
で
、
募
集
し
て

い
な
い
住
宅
の
戸
数
は
ど
う

か
。

答　
（
堀
内
生
活
環
境
部
長
）

空
き
家
は　

戸
あ
り
、
維
持

４０４

管
理
・
建
替
え
・
用
途
廃
止

等
、
活
用
計
画
を
考
え
る
。

問　

雇
用
促
進
住
宅
が
、
平

成　

年
度
で
廃
止
が
予
定
さ

３３
れ
て
い
る
が
、
市
の
対
応
と

入
居
者
の
相
談
に
の
れ
る
か
。

答　
（
堀
内
生
活
環
境
部
長
）

入
居
者
付
き
で
、
購
入
の
打

診
が
あ
っ
た
が
要
件
が
合
わ

ず
断
っ
た
。
今
後
は
、
民
間

に
売
却
さ
れ
る
予
定
と
聞
い

て
い
る
。
入
居
者
か
ら
の
相

談
に
は
応
ず
る
。

有
害
鳥
獣
の
利
活
用

問　

平
成　

年　

月
１
日
よ

２５

１０

り
３
年
間
を
実
証
運
行
期
間

と
し
て
運
行
中
の
運
賃
低
減

バ
ス
に
つ
い
て
、
実
証
運
行

期
間
が
残
り　

ヶ
月
と
な
っ

１０

た
が
、
目
標
の
実
証
運
行
前

の
輸
送
人
員　

％
増
に
対
す

５０

る
目
標
達
成
度
と
実
証
運
行

後
の
新
た
な
市
の
負
担
金
は

ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
る

か
。

答　
（
金
子
政
策
企
画
部
長
）

平
成　

年　

月
～
３
月
が　

２５

１０

５.２

％
増
、
平
成　

年
度
が　

・

２６

１９

６
％
増
、
平
成　

年
４
月
～

２７

９
月
が　

・
４
％
増
と
目
標

２４

に
至
っ
て
い
な
い
が
、
増
加

傾
向
で
着
実
に
効
果
は
で
て

い
る
。
運
賃
低
減
バ
ス
の
市

の
補
填
額
は
、
利
用
者
増
に

よ
り
減
少
傾
向
。
直
近
の
平

成　

年
度
上
半
期
の
負
担
金

２７
は
１
１
５
０
万
円
。

問　

実
証
運
行
期
間
が
残
り

　

カ
月
を
切
り
、
実
証
運
行

１０期
間
終
了
後
の
運
行
方
針
に

つ
い
て
、
実
証
運
行
の
検
証

を
行
っ
た
上
、
方
向
づ
け
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

期
を
迎
え
て
い
る
が
、
実
証

運
行
期
間
後
の
運
行
方
針
を

い
つ
ま
で
に
決
定
す
る
の
か
。

答　
（
金
子
政
策
企
画
部
長
）

乗
降
調
査
、
利
用
者
意
識
調

査
に
加
え
高
校
生
の
通
学
費

負
担
軽
減
効
果
の
検
証
な
ど

を
行
い
、
平
成　

年
度
中
を

２７

め
ど
に
運
行
方
針
を
示
す
。

問　

現
在
健
康
ク
ラ
ウ
ド
シ

ス
テ
ム
の
導
入
を
進
め
て
い

る
が
、
導
入
後
市
民
に
ど
の

よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
。

答　
（
神
代
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）
特
定
健
診
受
診
者

２
万
人
の
デ
ー
タ
を
分
析
す

る
こ
と
に
よ
り
健
康
指
導
の

充
実
な
ど
が
図
ら
れ
る
う
え
、

生
活
習
慣
病
や
医
療
費
、
介

護
給
付
費
の
将
来
予
測
が
可

能
と
な
り
、
効
果
的
な
施
策

の
事
業
展
開
を
図
れ
る
こ
と

か
ら
、
市
民
に
と
っ
て
は
よ

り
健
康
度
向
上
に
結
び
つ
く

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

運
賃
低
減
バ
ス

本会議を傍聴されたみなさんの声　

～ご感想・ご意見をいただきました～傍聴者
の声 ○マイクの使い方が下手な人の声が届かない。質問者は後ろ向きなので、聞こ

えづらい。はっきり発言してほしい。市側の答弁も言葉を並べるだけでな
く、もっと端的に回答してほしい。質問に対してもっと真摯に答えてほしい
と思った。（80代 女性）

○大変勉強になりました。また、市民の一員として真剣に考え、協力できるこ
とをさせていただき、家族とも話し合いをと思いました。議員さんにおか
れましては、もっと突っ込んだ質問があってもよかったかなと思います。
ありがとうございました。（60代 女性）

○今回は、質問時間がたくさん余り、早く終了する方が多く残念。持ち時間い
っぱい使って、時間を有効に使ってほしいと思います。（60代 女性）

 
佐
藤　

論
征
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

 
西
沢　

逸
郎
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

 
小
坂
井　

二
郎
議
員
（
上
田
新
風
会
）

一
般
質
問

市
営
住
宅
の
現
状

健
康
幸
せ
づ
く
り　

　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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下水道管更生工事　腐食等老朽化した下水道管を掘り起こさずに直す工事。　　
ＡＬＴ　外国語指導助手。
地方消費者行政推進交付金　地方公共団体が行う消費者の安全・安心確保に向けた取り組みを安定的に支援するため国から交付されるお金。

問　

今
年
度
実
施
の
全
国
学

力
テ
ス
ト
の
結
果
と
し
て
、

上
田
市
の
小
中
学
生
が
全
科

目
で
県
平
均
と
全
国
平
均
を

下
回
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

教
育
委
員
会
の
見
解
を
問
う
。

答　
（
小
林
教
育
長
）特
に
中

学
生
の
学
力
向
上
が
課
題
だ
。

改
善
の
余
地
は
多
々
あ
る
が
、

全
国
値
は
下
回
っ
た
も
の
の
、

そ
の
差
は
徐
々
に
縮
ま
っ
て

お
り
、
様
々
な
取
り
組
み
や

授
業
改
善
な
ど
の
成
果
は
次

第
に
表
れ
て
き
た
と
思
う
。

問　

中
学
で
は
ノ
ー
ト
を
１

ペ
ー
ジ
埋
め
て
提
出
す
る
と

い
う
「
提
出
ノ
ー
ト
」
が
改

善
さ
れ
て
い
な
い
。
学
力
向

上
に
結
び
付
く
実
効
性
の
あ

る
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
こ

と
が
問
題
だ
。
廃
止
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答　
（
小
林
教
育
長
）継
続
し

た
学
習
習
慣
を
身
に
つ
け
る

観
点
か
ら
も
、
内
容
を
大
切

に
し
た
提
出
ノ
ー
ト
と
な
る

よ
う
、
各
校
を
引
き
続
き
指

導
し
て
い
く
。

問　

授
業
時
間
確
保
の
観
点

か
ら
土
曜
授
業
や
放
課
後
学

習
導
入
の
考
え
を
問
う
。

答　
（
小
林
教
育
長
）教
育
課

程
内
で
土
曜
授
業
を
行
う
こ

と
は
困
難
な
面
が
あ
る
。
し

か
し
、
放
課
後
を
活
用
し
た

学
習
指
導
と
か
、
公
民
館
や

地
域
な
ど
学
校
以
外
の
者
が

主
体
と
な
る
土
曜
学
習
に
つ

い
て
は
研
究
を
要
す
。

問　

上
田
城
跡
公
園
内
の
プ

ー
ル
が
廃
止
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
施
設
稼
働
率
の
向
上

と
市
民
の
健
康
増
進
の
た
め

に
学
校
の
プ
ー
ル
を
地
域
へ

開
放
で
き
な
い
か
。

答　
（
西
入
教
育
次
長
）警
備

や
衛
生
面
な
ど
か
ら
、
現
時

点
で
は
難
し
い
が
、
今
後
、

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
方

針
か
ら
、
社
会
体
育
施
設
と

し
て
の
機
能
も
兼
ね
備
え
た

学
校
プ
ー
ル
の
整
備
も
選
択

肢
の
一
つ
に
な
る
。

 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

・
教
科
書
選
定
・
採
択

全
国
学
力
テ
ス
ト
結
果

問　

市
の
精
神
障
が
い
者
は

平
成　

年
の
１
１
３
７
人
に

１８

対
し
、
平
成　

年
で
は
、
２

２６

４
６
１
人
と
大
き
く
増
加
を

し
て
い
る
。
障
が
い
者
を
抱

え
る
家
族
会
は
、
そ
の
病
に

対
す
る
知
識
も
少
な
く
、
障

が
い
に
対
す
る
偏
見
も
あ
り
、

だ
れ
と
も
相
談
で
き
な
い
状

況
も
多
い
と
聞
く
。
市
と
し

て
ど
の
よ
う
に
把
握
し
、
そ

の
家
族
会
に
対
し
ど
の
よ
う

な
支
援
を
し
て
き
た
の
か
。

答　
（
神
代
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）
障
が
い
者
を
抱
え

た
ご
家
族
の
状
況
と
し
て
は
、

「
当
事
者
に
ど
の
よ
う
に
接

し
た
ら
良
い
の
か
わ
か
ら
な

い
」
と
い
っ
た
戸
惑
い
や
焦

り
、
家
族
に
と
っ
て
、
精
神

的
に
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ

て
い
る
。
家
族
会
で
は
、
同

じ
境
遇
の
皆
さ
ん
が
支
え
合

っ
て
様
々
な
活
動
を
さ
れ
て

お
り
、
市
で
は
、
継
続
的
な

財
政
的
支
援
を
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
会
の
例
会
に
保
健
師

が
出
向
き
、
ご
家
族
の
様
子

を
聞
い
た
り
、
医
師
を
講
師

と
し
た
講
演
会
に
共
に
参
加

し
て
、
情
報
を
共
有
す
る
な

ど
し
て
い
る
。

問　

家
族
会
は
、
小
学
校
高

学
年
及
び
中
学
生
に
対
し
、

精
神
障
が
い
の
理
解
の
た
め
、

保
健
学
習
や
総
合
学
習
に
精

神
障
が
い
に
つ
い
て
の
学
習

を
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、

当
事
者
に
対
す
る
偏
見
に
つ

い
て
も
い
じ
め
と
関
連
し
て

教
育
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
る
が
ど
う
か
。

答　
（
小
林
教
育
長
）教
材
や

授
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
少
な
い

反
面
、
教
員
側
に
知
識
が
求

め
ら
れ
る
内
容
で
あ
る
な
ど

の
理
由
か
ら
、
均
一
的
な
導

入
は
難
し
い
が
、
精
神
障
が

い
の
偏
見
を
な
く
す
た
め
、

「
総
合
的
な
学
習
」の
時
間
を

活
用
し
、
い
じ
め
に
関
連
し

た
授
業
の
中
に
盛
り
込
む
な

ど
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

・
産
業
の
活
性
化

・
六
次
産
業
化

障
が
い
の
あ
る
人
に　

　

優
し
い
ま
ち
づ
く
り

問　

老
朽
化
し
た
ス
ポ
ー
ツ

施
設
整
備
を
教
育
委
員
会
と

市
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
進

め
る
考
え
は
。

答　
（
西
入
教
育
次
長
）議
員

指
摘
の
市
の
土
地
利
用
の
ゾ

ー
ニ
ン
グ
を
踏
ま
え
た
ス
ポ

ー
ツ
エ
リ
ア
を
検
討
す
る
考

え
は
重
要
な
視
点
で
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
基
本
構

想
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

市
長
部
局
と
の
連
携
を
こ
れ

ま
で
以
上
に
図
り
、
検
討
し

た
い
。

問　

市
の
立
場
か
ら
ど
う
か
。

答　
（
金
子
政
策
企
画
部
長
）

市
の
将
来
を
見
据
え
、
市
全

体
の
土
地
利
用
計
画
の
中
で

施
設
の
移
転
整
備
計
画
の
策

定
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
上

田
城
跡
整
備
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
観
点
か
ら
、
教
育
委

員
会
と
連
携
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

問　

市
の
考
え
が
分
か
り
づ

ら
い
と
の
指
摘
が
あ
る
が
ど

う
か
。

答　
（
滝
沢
市
民
参
加
協
働

部
長
）
現
状
で
は
、
地
域
に

浸
透
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
引
き
続
き
話
し
合

い
を
重
ね
、
住
民
組
織
へ
の

交
付
金
制
度
に
つ
い
て
も
具

体
化
を
進
め
、
理
解
が
深
ま

る
よ
う
努
め
た
い
。

問　

御
所
沢
の
改
修
計
画
や

御
所
沢
か
ら
千
曲
川
ま
で
の

水
路
計
画
の
策
定
は
ど
う
か
。

答　
（
清
水
都
市
建
設
部
長
）

御
所
沢
の
現
況
調
査
を
も
と

に
、
今
後
ど
の
よ
う
な
排
水

対
策
が
可
能
か
、
沈
砂
池
の

設
置
等
も
含
め
検
討
し
た
い
。

浸
水
対
策
は
事
業
費
が
膨
大

に
な
る
た
め
、
補
助
事
業
も

含
め
、
事
業
手
法
等
総
合
的

な
排
水
計
画
を
検
討
し
た
い
。

 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

・
城
下
小
児
童
の
登
下
校
の

安
全
確
保
と
排
水
対
策

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
構
想

住
民
自
治
組
織
の
設
立

 
池
田　

総
一
郎
議
員
（
創
始
会
）

一
般
質
問

 
西
沢　

逸
郎
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

 
安
藤　

友
博
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

 
宮
下　

省
二
議
員
（
創
始
会
）

一
般
質
問

ス
ポ
ー
ツ
推
進

御
所
及
び
城
下
地
区

　
　
　
　

浸
水
対
策
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問　

総
合
戦
略
の
中
で
優
先

し
て
取
り
組
む
課
題
は
何
か

答　
（
金
子
政
策
企
画
部
長
）

人
口
減
少
克
服
に
向
け
人
を

呼
び
込
む
仕
事
づ
く
り
が
重

要
な
課
題
。
こ
の
た
め
に
、

産
業
界
、
大
学
、
金
融
機
関

等
の
民
間
事
業
と
の
連
携
と

広
域
的
連
携
が
必
要
。

問　

学
園
都
市
づ
く
り
の
戦

略
と
し
て
長
野
大
学
の
公
立

大
学
法
人
化
に
つ
い
て
市
民

の
理
解
を
得
る
必
要
は
な
い

か
。

答　
（
母
袋
市
長
）新
し
い
大

学
像
を
示
せ
る
状
況
に
な
っ

た
ら
市
民
懇
話
会
的
な
も
の

を
設
け
る
こ
と
を
検
討
し
た

い
。

問　

来
年
４
月
１
日
に
施
行

さ
れ
る
こ
の
法
律
を
ど
う
捉

え
て
い
る
か
。

答　
（
櫻
田
福
祉
部
長
）障
が

い
の
有
無
に
よ
り
分
け
隔
て

ら
れ
る
こ
と
な
く
相
互
に
人

格
と
個
性
を
尊
重
し
合
う
社

会
の
実
現
は
、
市
の
標
榜
す

る
「
健
幸
都
市
う
え
だ
」
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

問　

職
員
対
応
要
領
の
策
定

の
考
え
は
あ
る
の
か
。

答　
（
櫻
田
福
祉
部
長
）障
が

い
の
あ
る
当
事
者
の
皆
様
に

も
お
聞
き
し
、
市
独
自
の
要

領
を
本
年
度
中
に
策
定
す
る

予
定
で
あ
る
。

問　

分
権
自
治
を
構
築
す
る

た
め
に
設
置
さ
れ
た
地
域
協

議
会
の　

年
を
ど
う
総
括
す

１０

る
か
、
ま
た
今
後
の
役
割
は

何
か
。

答　
（
滝
沢
市
民
参
加
協
働

部
長
）
地
域
の
実
情
に
即
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
中

で
大
変
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。

新
た
な
住
民
自
治
組
織
の
設

置
を
進
め
る
中
で
、
役
割
や

あ
り
方
を
検
討
し
た
い
。

上
田
市
版
総
合
戦
略

問　

上
田
市
の
農
業
に
対
す

る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響
を
ど
う
捉

え
活
か
す
か
。

答　
（
保
科
農
林
部
長
）市
と

し
て
国
の
政
策
大
綱
に
基
づ

く
支
援
策
を
速
や
か
に
実
施

し
、
農
業
者
の
不
安
を
払
拭

す
る
よ
う
に
努
め
る
。
ソ
フ

ト
事
業
と
し
て
農
地
中
間
管

理
事
業
の
推
進
、
新
規
就
農

者
の
育
成
。
ハ
ー
ド
事
業
と

し
て
、
農
業
基
盤
の
整
備
。

農
業
・
農
村
の
体
質
強
化
と

持
続
可
能
な
確
立
に
努
め
る
。

問　

六
次
産
業
化
の
目
的
と

考
え
は
ど
う
か
。

答　
（
保
科
農
林
部
長
）地
域

の
活
力
向
上
と
農
林
漁
業
の

振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
六
次
産
業
化
を
積
極
的

に
推
進
。
３
つ
の
経
営
体
が

６
次
産
業
化
認
定
事
業
者
に
。

認
定
事
業
者
へ
の
誘
導
に
努

め
て
い
る
。

問　

ワ
イ
ン
特
区
に
認
定
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
ワ
イ
ナ
リ

―
建
設
に
向
け
た
取
り
組
み

は
。

答　
（
保
科
農
林
部
長
）就
農

者
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
建
設
に
対

す
る
財
政
的
支
援
策
に
つ
い

て
は
、
金
額
も
多
額
と
な
る

こ
と
か
ら
、
現
在
検
討
段
階

に
あ
る
。
県
内
外
か
ら
の
就

農
希
望
者
が
速
や
か
に
移
住

で
き
る
施
策
も
関
係
部
署
と

の
連
携
を
図
る
。

問　

新
規
就
農
者
等
農
業
の

担
い
手
に
対
す
る
考
え
は
。

答　
（
保
科
農
林
部
長
）農
業

　

歳
以
上
の
従
事
者
が　

％

６５

７４

を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

男
女
を
問
わ
ず
農
業
経
営
に

意
欲
的
で
独
立
自
営
を
目
指

す
農
業
者
に
新
規
就
農
・
経

営
継
承
総
合
支
援
事
業
の
周

知
と
活
用
の
推
進
に
努
め
る
。

　 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

・
地
域
の
活
性
化

農
業
政
策

 
金
沢　

広
美
議
員
（
公
明
党
）

一
般
質
問

クラインガルデン　市民農園。余暇を利用し、都会の住民が郊外などで小さい面積の農地を利用して農作物等を栽培する。

 
佐
藤　

清
正
議
員
（
創
始
会
）

一
般
質
問

地
域
協
議
会
の
検
証

障
が
い
者
差
別
解
消
法

○議員の方には地域の様子をしっかり見ていただくとともに、上田市として、
県としての5年後、10年後の未来構想を持ってもらい、アンテナを張ってし
っかりやってもらいたいと思います。（60代 女性）

○2月の高校生議会の参考になればと思い参加させていただきました。普段学校の中にいると地域の街
づくりについて考える機会はあまりないのですが、今回の傍聴をよいきっかけとして、地域に目を向
けられればと思います。また、学校と地域がもっと連携していければいいのかなと思います。（20代 
男性）

○初めて傍聴しましたが、皆様のご意見、それに対しての答弁を聞いて何か物足りなさを感じました。
傍聴する側と議会との一体化を感じられれば良いと感じました。（70代 女性）

傍聴者
の声
（続き）

本会議を傍聴されたみなさんの声　

～ご感想・ご意見をいただきました～
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銀座NAGANO　 東京銀座にオープンした長野県を紹介するアンテナショップ。コワーキングスペースや移住交流コーナーも併設されている。
チャレンジデー　毎年５月の最終水曜日に世界中で実施されている住民参加型のスポーツイベント。人口規模がほぼ同じ自治体同士が決められた時間内に１５分間以上継続して何らかの運動をし

た住民の「参加率」を競う。

問　

市
と
し
て
の
全
市
的
な
、

ま
た
は
地
域
別
の
情
報
伝
達

手
段
の
方
向
性
は
。

答　
（
宮
川
総
務
部
長
)
民

間
事
業
者
に
よ
る
音
声
告
知

放
送
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
が
難

し
い
中
、
市
と
し
て
も
独
自

の
研
究
を
進
め
て
お
り
、
早

い
段
階
で
全
市
的
な
方
針
を

出
し
、
順
次
地
域
ご
と
に
整

理
す
る
の
が
い
い
の
か
、
方

法
な
ど
結
論
を
出
し
て
い
き

た
い
。

問　

武
石
地
域
の
地
域
情
報

伝
達
無
線
シ
ス
テ
ム
導
入
は
。

答　
（
渋
沢
武
石
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
長
）
市
の
方
針
が

定
ま
り
、
武
石
地
域
の
情
報

伝
達
手
段
の
方
向
性
が
明
確

に
な
っ
た
ら
、
地
域
振
興
事

業
基
金
の
活
用
も
含
め
、
事

業
実
施
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
の
概
要
と
チ
ー
ム
設

置
後
の
効
果
は
。

答　
（
櫻
田
福
祉
部
長
）認
知

症
が
疑
わ
れ
る
方
及
び
そ
の

家
族
を
訪
問
し
、
包
括
的
、

集
中
的
な
支
援
を
実
施
し
、

自
立
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

う
、
保
健
師
、
看
護
師
、
社

会
福
祉
士
と
、
認
知
症
サ
ポ

ー
ト
医
師
の
３
名
以
上
の
専

門
職
か
ら
な
る
。
認
知
症
の

確
定
診
断
や
か
か
り
つ
け
医

と
の
連
携
に
大
き
な
効
果
が

発
揮
さ
れ
る
と
期
待
す
る
。

問　

投
票
年
齢
が　

歳
に
引

１８

き
下
げ
る
こ
と
を
受
け
て
の

対
策
は
。

答　
（
中
村
選
挙
管
理
委
員

長
）
高
校
生
に
対
し
、
選
挙

の
仕
組
み
や
投
票
参
加
意
識

の
理
解
や
政
治
や
選
挙
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
う
主
権
者

教
育
へ
の
取
り
組
み
は
重
要

で
、
有
権
者
と
な
る
こ
と
へ

の
自
覚
と
投
票
参
加
を
促
し

て
い
き
た
い
。

 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
条
例

市
内
情
報
伝
達
手
段

問　

選
挙
権
年
齢
が
満　

歳
１８

以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
主
権
者
教
育
の

在
り
方
が
課
題
と
な
り
、
ま

た
教
育
の
中
立
が
改
め
て
問

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
上

田
市
教
育
委
員
会
は
、
教
育

の
中
立
に
つ
い
て
の
定
義
を

ど
う
認
識
し
て
い
る
か
、
ま

た
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
現
場
指
導
を
し
て

い
る
か
。

答　
（
小
林
教
育
長
）
ま
ず
、

教
育
の
中
立
に
つ
い
て
の
認

識
に
つ
い
て
は
、
教
育
の
政

治
的
中
立
性
に
つ
い
て
教
育

基
本
法
に
よ
り
「
特
定
の
政

党
を
支
持
し
、
ま
た
は
こ
れ

に
反
対
す
る
た
め
の
政
治
教

育
そ
の
他
政
治
活
動
を
し
て

は
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て

い
る
。
学
校
の
教
育
活
動
が

特
定
の
政
党
の
思
想
に
偏
っ

た
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
地
方
教
育
行

政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す

る
法
律
で
は
、
教
育
長
及
び

教
育
委
員
の
任
命
に
あ
た
っ

て
は
、
同
一
政
党
所
属
者
を

半
数
未
満
に
制
限
す
る
規
定

を
設
け
、
一
つ
の
政
党
の
影

響
力
が
教
育
行
政
の
運
営
に

及
ぼ
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
配
慮
し
て
い
る
。
学
校
教

育
は
人
間
形
成
の
基
礎
づ
く

り
に
直
接
影
響
を
与
え
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
中

立
公
正
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
教
育
の
中
立
と
は
特
定

の
党
派
等
に
偏
っ
た
政
治
的

主
義
や
主
張
が
持
ち
込
ま
れ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
認

識
し
て
い
る
。
教
員
は
中
立

か
つ
公
正
な
立
場
で
指
導
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
こ
と
は
教
育
公
務
員
と

し
て
の
大
原
則
で
あ
る
。
学

校
で
は
校
長
が
日
頃
か
ら
指

導
し
て
お
り
、
教
育
委
員
会

と
し
て
は
、
校
長
を
通
し
て

中
立
性
が
保
た
れ
て
い
る
か

把
握
し
て
い
る
。

 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

・
大
河
ド
ラ
マ
に
焦
点
を
当

て
た
観
光
戦
略

教
育
の
中
立

問　

減
災
は
、
東
日
本
大
震

災
の
教
訓
か
ら
災
害
対
策
の

理
念
の
明
確
化
が
強
調
さ
れ

た
。
市
長
の
見
解
は
。

答　
（
母
袋
市
長
）災
害
に
見

舞
わ
れ
る
可
能
性
を
直
視
し

な
が
ら
、
被
害
が
出
る
こ
と

を
想
定
し
た
上
で
、
被
害
を

可
能
な
限
り
最
小
限
に
と
ど

め
て
、
被
害
か
ら
の
迅
速
な

回
復
を
図
る
と
い
う
考
え
方

と
受
け
と
め
て
い
る
。

問　

市
は　

月
に
上
田
市
太

１０

陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に
関

す
る
指
導
要
綱
を
制
定
し
た
。

第
４
条
の
事
業
主
等
の
責
務

に
は
、「
防
災
の
観
点
か
ら

開
発
行
為
に
起
因
し
て
災
害

発
生
を
助
長
さ
れ
る
区
域
は

開
発
区
域
と
し
て
選
定
し
な

い
よ
う
配
慮
す
る
」
と
し
て

い
る
が
、
現
在
進
行
中
の
市

内
で
持
ち
上
が
っ
て
い
る
太

陽
光
発
電
所
の
生
田
地
区
、

城
下
地
区
の
２
か
所
、
長
瀬

地
区
は
、
こ
の
規
定
が
適
用

さ
れ
る
か
。

答　
（
清
水
都
市
建
設
部
長
）

生
田
地
籍
の
山
林
約　

㌶
に

２０

計
画
さ
れ
て
い
る
太
陽
光
発

電
所
は
、
法
律
不
遡
及
の
原

則
か
ら
適
用
で
き
な
い
と
考

え
て
い
る
。
一
方
、
城
下
地

区
２
カ
所
と
長
瀬
地
区
に
計

画
さ
れ
て
い
る
太
陽
光
発
電

所
は
、
事
前
協
議
が
始
ま
っ

て
い
な
い
の
で
、
本
指
導
要

綱
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

問　

子
ど
も
の
貧
困
に
対
す

る
教
育
長
の
所
見
は
。

答　
（
小
林
教
育
長
）経
済
的

支
援
の
み
な
ら
ず
、
子
ど
も

自
身
が
自
分
に
価
値
が
あ
り
、

社
会
に
必
要
な
人
間
で
あ
る

と
の
存
在
感
が
高
め
ら
れ
る

よ
う
な
支
援
が
必
要
。
そ
の

た
め
に
は
、
保
護
者
や
教
職

員
な
ど
周
囲
の
大
人
の
影
響

や
関
わ
り
が
重
要
で
あ
る
。

 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

減
災
と
太
陽
光
発
電
所

 
久
保
田　

由
夫
議
員
（
日
本
共
産
党
）

一
般
質
問

 
井
沢　

信
章
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

 
松
井　

幸
夫
議
員
（
創
始
会
）

一
般
質
問

子
ど
も
の
貧
困
対
策

認
知
症
初
期
集
中　

　
　
　
　

支
援
事
業

選
挙
の
投
票
離
れ
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確率降水量　ある現象が平均的に何年に1回起こるかを表した値を「再現期間」もしくは「確率年」といい、ある再現期間に1回起こると考えられる降水量を「確率降水量」という。

問　

新
耐
震
基
準
に
適
合
し

て
い
な
い
昭
和　

年
建
設
の

４５

上
田
市
立
図
書
館
及
び
上
田

城
跡
公
園
体
育
館
の
今
後
の

更
新
や
改
修
の
考
え
は
。

答　
（
西
入
教
育
次
長
）上
田

市
立
図
書
館
に
つ
い
て
は
、

施
設
が
狭
く
収
蔵
ス
ペ
ー
ス

が
確
保
で
き
な
い
状
況
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
施
設
の

老
朽
化
も
進
ん
で
い
る
状
況

に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
、
第
二
次
上
田
市
図
書

館
基
本
構
想
を
策
定
す
る
が
、

そ
の
中
で
施
設
整
備
だ
け
で

は
な
く
、
上
田
市
全
体
の
図

書
館
の
あ
り
方
や
運
営
方
法

も
含
め
て
総
合
的
に
検
討
し

て
い
く
。
ま
た
、
上
田
城
跡

公
園
体
育
館
に
つ
い
て
も
、

老
朽
化
に
よ
る
維
持
管
理
経

費
が
増
大
し
て
い
る
状
況
に

あ
る
の
で
、
現
在
進
め
て
い

る
上
田
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整

備
基
本
構
想
の
中
で
、
施
設

を
更
新
す
る
方
向
で
位
置
づ

け
て
い
く
。

問　

県
外
ナ
ン
バ
ー
の
自
動

車
が
増
加
す
る
中
、
上
田
市

中
心
部
の
変
則
車
線
と
な
っ

て
い
る
交
差
点
の
安
全
対
策

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

答　
（
清
水
都
市
建
設
部
長
）

松
尾
町
の
中
央
一
丁
目
交
差

点
及
び
観
光
会
館
前
の
交
差

点
に
つ
い
て
は
、
両
交
差
点

と
も
、
北
か
ら
南
に
向
か
い

左
側
の
車
線
が
左
折
表
示
、

右
側
が
直
進
と
右
折
表
示
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
の
安
全

対
策
と
し
て
、
松
尾
町
交
差

点
は
、
以
前
路
面
表
示
は
実

線
矢
印
２
か
所
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
程
工
事
が
終
了
し
、
破

線
予
告
矢
印
が
３
カ
所
プ
ラ

ス
設
置
さ
れ
認
識
し
易
く
な

っ
た
。
ま
た
、
観
光
会
館
前

の
交
差
点
は
、
近
々
破
線
予

告
矢
印
の
増
設
工
事
を
予
定

し
て
お
り
、
交
差
点
の
手
前

に
車
線
区
分
が
わ
か
る
よ
う

な
看
板
を
設
置
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
る
。

図
書
館
・
体
育
館
施
設

変
則
車
線
の
交
差
点

 
尾
島　

勝
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

12月定例会　請願・陳情の審査結果

陳情
審査結果提　出　者件　名

一部採択
長野県医療労働組合連合会
　　　　　執行委員長　小林吟子氏

介護労働者の処遇改善及び人員配置基準の改
善を求める陳情

採　択
市町村議会に国旗の掲揚を求める会
　　　　東信支部長　滝沢みすず氏

議場に国旗の掲揚を求める陳情

請願
審査結果提　出　者件　名

継続審査
上田仏教会　会長　小根澤浩一氏
（紹介議員　尾島勝議員、土屋陽一議員）

上田市墓地等の経営の許可等に関する条
例改正を求める請願（継続審査）

趣旨採択
自治労上田市職員労働組合　
 　　　　　　　　　執行委員長　加藤敦氏
（紹介議員　小坂井二郎議員）

地方財政の充実・強化を求める意見書の
提出を求める請願（継続審査）

不採択
上田市教職員組合　執行委員長　岩月二郎氏
（紹介議員　久保田由夫議員）

国の責任による３５人学級推進と、教育予
算の増額を求める請願

不採択
上田市教職員組合 執行委員長　岩月二郎氏
（紹介議員　久保田由夫議員）

「義務教育費国庫負担制度」の堅持を求
める請願

　市議会では、皆さんの要望などを請願や陳情という形で受け付けています。提出された請願・陳情は内
容を審査し、採択か不採択を決定します。
　次回の3月定例会で審議・審査する請願・陳情の提出期限は、2月23日（火）の午後3時です。
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　１１月３０日、１２月１日、２日の３日間にかけて行われた一般質問に、市内の
高校に通う生徒が傍聴に訪れました。これは、２月４日に開会する合併１０周
年記念事業の「上田市高校生議会」に参加する高校生が参考のために、実際
の一般質問を見学するために傍聴したものです。今回は、実際の市議会を傍
聴した高校生の声をご紹介します。

傍聴者
の声
（特別編）

市内の高校生が市議会を傍聴しました。

煙
初
め
て
の
傍
聴
で
緊
張
し
ま

し
た
が
、
議
会
の
雰
囲
気
が
わ

か
り
、
と
て
も
貴
重
な
体
験
が

で
き
ま
し
た
。（
女
子
）

煙
今
ま
で
上
田
市
の
こ
と
に
つ

い
て
あ
ま
り
考
え
た
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
初
め

て
議
場
で
傍
聴
し
て
、
上
田
市

の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
、

知
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た

で
す
。（
女
子
）

煙
初
め
て
議
場
に
入
っ
て
み
て

味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
感
じ
が

し
ま
し
た
。
緊
張
感
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
上
田
市
の
こ
と

を
よ
く
考
え
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
と
思
い
ま
し
た
。（
男
子
）

煙
自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
、

こ
の
上
田
市
を
よ
り
活
気
あ
る

も
の
に
す
る
た
め
に
た
く
さ
ん

の
質
問
、
返
答
が
飛
び
交
っ
て

い
ま
し
た
。
私
が
印
象
に
残
っ

た
こ
と
は
、
上
田
駅
前
の
駐
車

場
を
有
料
に
す
る
か
ど
う
か
と

い
う
も
の
で
す
。
普
段
、
し
な

の
鉄
道
を
は
じ
め
公
共
交
通
機

関
を
利
用
し
て
い
る
我
々
高
校

生
に
と
っ
て
上
田
駅
に
関
す
る

内
容
は
と
て
も
興
味
深
く
、
こ

れ
か
ら
の
我
々
に
と
っ
て
よ
り

慎
重
に
考
え
る
べ
き
こ
と
だ
と

感
じ
ま
し
た
。（
男
子
）

煙
初
め
て
議
会
を
傍
聴
し
た
の

で
す
が
、
私
た
ち
に
と
っ
て
身

近
な
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
の
利
用

で
あ
っ
た
り
、
上
田
駅
前
の
駐

車
場
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
り
、

高
校
生
の
立
場
か
ら
聞
い
て
も

理
解
で
き
る
よ
う
な
こ
と
に
つ

い
て
討
論
し
て
い
て
、
私
自
身
、

興
味
を
持
ち
つ
つ
傍
聴
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、　
１８

歳
に
投
票
権
を
引
き
下
げ
た
選

挙
を
初
め
て
行
う
年
代
で
も
あ

る
の
で
、
市
政
に
つ
い
て
さ
ら

に
意
識
を
高
く
持
っ
て
い
き
た

い
と
感
じ
ま
し
た
。（
女
子
）

煙
今
回
初
め
て
議
会
を
傍
聴
し

て
、
私
た
ち
が
今
、
快
適
に
過

ご
せ
て
い
る
の
が
議
会
の
方
々

が
議
論
を
し
て
い
る
お
か
げ
な

の
だ
と
感
じ
た
。
今
回
の
経
験

を
生
か
し
て
、
更
に
深
く
議
会

に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
た
い
。

（
男
子
）

煙
普
段
経
験
す
る
こ
と
の
で
き

な
い
こ
の
よ
う
な
場
に
来
れ
た

こ
と
は
、
こ
の
先
自
分
の
人
生

に
と
っ
て
大
き
な
影
響
を
与
え

て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
私
は

生
活
し
て
い
く
中
で
、
市
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
市
の
変
化
と
い

っ
た
ら
新
し
く
信
号
機
が
つ
い

た
こ
と
ぐ
ら
い
し
か
意
識
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

市
長
を
は
じ
め
議
員
の
方
々
は

私
た
ち
市
民
の
た
め
に
お
互
い

の
意
見
を
伝
え
あ
い
、
市
の
更

な
る
向
上
を
目
指
し
て
い
る
こ

と
を
強
く
実
感
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
私
た
ち
市
民
も
市
の

こ
と
を
考
え
て
生
活
す
る
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
。

（
男
子
）

煙
初
め
て
傍
聴
し
ま
し
た
。
テ

レ
ビ
を
見
て
み
る
よ
り
生
で
見

た
ほ
う
が
す
ご
い
と
感
じ
ま
し

た
。
同
じ
地
域
に
住
ん
で
い
る

方
が
活
躍
し
て
い
て
と
て
も
か

っ
こ
い
い
と
思
い
ま
し
た
。
障

が
い
者
用
の
車
を
置
く
数
が
少

な
い
と
思
い
ま
す
。（
男
子
）

煙
様
々
な
問
題
に
対
し
て
活
発

に
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
た
。

も
う
少
し
具
体
的
な
と
こ
ろ
ま

で
議
論
が
あ
れ
ば
一
層
よ
か
っ

た
。（
男
子
）

後日、議場内を実際に見学

一般質問を傍聴
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　上田市議会観光産業振興議員連盟（以下、観議連）
は市内観光産業の振興を調査・研究する目的で結成さ
れた議員有志により活動を行っています。
　平成２７年３月に議長よりＮＨＫ大河ドラマ『真田丸』
放送に向けて議会でも何か取り組みができないかとの
要請を受け、検討を重ねてきました。
　そして、この機会に上田市に訪れる方々を増やし、
地元産業の活性化の一助になる企画、活動をしていく
目的を確認し『行政視察パック』の開発を推進してき
ました。
　『行政視察パック』は、県内外の地方自治体議会に対
して、市内に宿泊していただき、特色ある上田市の取
り組みを視察していただくものです。
　観議連メンバー希望者により結成された開発委員会
は、約８か月にわたり①上田市の特色ある施策の洗い
出し②市内宿泊関係団体からの宿泊情報提供③食など
の特色調査④情報提供や真田関係自治体交流企画の４
つの部会に分かれて活動した結果、地元議員が選んだ
上田市の特色ある取り組み１２分野と市内宿泊施設を紹
介した『行政視察パック』を開発し、大河ドラマ第１
回放送後の本年１月初旬より全国約１９００の地方自治体
の議会にご案内を送りました。
　また、平成２７年１０月に上田市真田町の真田氏本城跡、
長谷寺の駐車場整備状況の確認や真田街道推進機構に
加盟する群馬県内の真田氏ゆかりの史跡等を、１１月に
は真田信繁公終焉の地であり、真田丸の出城があった

NNNNNNNNNNNHHHHHHHHHHHKKKKKKKKKK大大大大大大大大大大河河河河河河河河河河ドドドドドドドドドドララララララララララママママママママママ『『『『『『『『『『真真真真真真真真真真田田田田田田田田田田丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸』』』』』』』』』』放放放放放放放放放放送送送送送送送送送送ににににににににににああああああああああわわわわわわわわわわせせせせせせせせせせたたたたたたたたたた活活活活活活活活活活K大河ドラマ『真田丸』放送にあわせた活動動動動動動動動動動動
『真田丸』放送により、県内外から多くのお客様が上田市に来訪します。
上田市議会においても上田市に貢献できる活動を昨年から行っています。
そこで今回は、上田市議会観光産業振興議員連盟の取り組みを紹介します。

大阪市天王寺区を訪問し、信繁公ゆかりの史
跡、真田丸跡をそれぞれ視察し、天王寺区に

おいては区長はじめ職員と親善交流
を行い、今後の相互の交流について
意見交換を行いました。来年度も県
外の真田氏ゆかりの地方自治体との
交流を行い、多くの方に上田市にお
越しいただくための活動をしていき
ます。
　大河ドラマ放送を好機と捉え、多
くの皆さんが上田市の魅力を感じて
頂けるように、本年一年、上田市議
会観光産業振興議員連盟は活動して
いきます。

行政視察パックご案内

上田市議会観光産業振興議員連盟

大阪市天王寺区との交流

議議議議議議議議議議議議議議議議議　会会会会会会会会会会会会会会会会会
トトトトトトトトトトトトトトトトピピピピピピピピピピピピピピピピッッッッッッッッッッッッッッッッククククククククククククククククトピックススススススススススススススススス
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第第第第第第第第第第5555555555回回回回回回回回回回 上上上上上上上上上上田田田田田田田田田田市市市市市市市市市市議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会報報報報報報報報報報告告告告告告告告告告会会会会会会会会会会ででででででででででのののののののののの意意意意意意意意意意見見見見見見見見見見交交交交交交交交交交換換換換換換換換換換のののののののののの紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹第5回 上田市議会報告会での意見交換の紹介介介介介介介介介介介
　

昨
年
、　

月　

日
（
月
）
か
ら　

日

１０

１９

２３

（
金
）
ま
で
、
市
内
５
会
場
で
開
催
し
ま

し
た
、
第
５
回
上
田
市
議
会
報
告
会
に

は
、　

名
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き

１８４

ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
は
こ
れ
ま
で
の

報
告
会
形
式
に
加
え
、
初
の
試
み
と
し

て
テ
ー
マ
別
車
座
集
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
各
会
場
で
行
わ
れ
た
意
見
交
換
の

一
部
と
寄
せ
ら
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご

意
見
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

塩田公民館
　
Q　請願と陳情、趣旨採択と採択の違いは何か。
A　請願は紹介議員が必要だが、陳情は必要ない。採
択は、願意をそのままの内容でお聞きし、趣旨採択
はその一部のみを採択するものである。

Q　安保法案関係の請願はなぜ不採択になったのか。
A　地方議会としては、不採択とせざるを得ない。
Q　地域内分権はどうか。
A　各地域ごとに異なるが、その形づくりがまだ決ま
っていない。モデルになる３地区を立ち上げたばか
り。取り組みは上田市は先進地である。
Q　長野大学公立化について、議会の対応はどうか。
A　長野大学、市側とそれぞれ懇談会を行った。また、
９月定例会最終日に長野大学公立大学法人化研究委
員会を作った。大学側からは現状では具体的な改革
案が出ていない。
Q　市の消防団への信州応援ショップの内容は。
A　市として県の事業に協力していくという形になる。

上野が丘公民館
　
Q　消防団員の確保として、応援事業を早く実施して
ほしい。
A　県の消防団応援ショップ事業は、１月からスター
トする。県下では２３の自治体ですでに実施していて、
議会でも公共施設優待など独自の事業について調査
研究していく。

Q　ごみの資源循環型施設の建設はいつごろを目途と
しているのか。
A　市としても地元の方々との話し合いの再開を要請
している。意見交換の中で、負担の公平化、ごみの
減量化の話がでている。市議会としても、執行部任
せではなく、一日も早くできるように努める。
Q　「真田丸」放送に対する市の受け入れ態勢は大丈夫
か。
A　９億１２００万円の予算が「真田丸」関係で計上され
ており、大河ドラマ館のオープンや城跡公園駐車場
の増設などハード、ソフトの両面からおもてなしを
していく。
Q　議員間討議はどのような政策課題を検討するのか。
討論の後はどうするのか。
A　議員や常任委員会から政策提言をしていろいろな議
論をしていく場。政策案として市側にゆだねていくこと
を考えているが、現在特別委員会で検討中である。
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丸子ふれあいステーション
　
Q　長野大学公立法人化問題については、新聞報道で
しかわからないが、市議会は慎重に対応してほしい。
A　市側から資料が提出され、議会全体で議論が始ま
ったのは６月の全員協議会の場であった。その後、

現地視察も含め、４回の懇談会を開催し本格的な議
論をしてきた。今後の議会の対応としては、９月に
長野大学公立化研究委員会をつくり、委員会で研究
することとなった。
Q　お年寄りから買い物難民という言葉が出ている。
小回りの利く公共交通など、運行計画に利用者の声
を生かしてほしい。
A　市内では、地域にあった公共交通体系を作って運
行してきている。一人ひとりの生活に合わせた交通
体制は難しい点もあるが、さらに議会としても改善
を図るために研究を進めていく。
Q　空き家対策はどうか。
A　市は空き家対策について条例化に向け前向きに検
討している。ただ、私有財産を制限するものである
から、慎重な検討が求められている。さらに、移住
定住促進の取り組みも進めており、不動産業界を通
じて、空き家バンク制度の運用を図っている。

（議会報告会について）
煙良い取り組みだと思います。もっと意見がたくさん
出るように工夫を。地域内分権は自治会がただ忙し
くなるようなやり方は考えるべき。

煙（議会の）行政のチェックだけでは市民が望んでい
るものとかい離がある。もっと提案がされないと市
民は納得しないのでは。

煙出席者が少ない。市議会を身近に感じられていない。
煙真田丸終了後の対策を考えてほしい。
煙中高生もこられるような内容に。
　一般質問で市の今の課題を知る機会はありますが、
今日のような議員さんの顔を見ての議会報告会は、
とても市政に関心を持つ良い機会だと思います。ぜ
ひ続けてください。

煙質疑に対して、議員の答弁の難しさが感じられる。
報告会の真の目的はどこにあるのか、もう一度検討
すべきではないか。

（テーマ別車座集会について）
煙気楽に話し合いができてよかった。テーマを決めて
話し合ったので、自分の気づかなかった意見が出て
参考になった。

煙良い悪いは別として、参加人数が少なかったので、
突っ込んだ議論ができた。参加多数の場合のことを
考える必要あり。

煙今回のように気楽に議員の皆さんと語り合える機会
をもっと増やしてほしい。車座では議員の皆さんの
意見も聞けるし、ざっくばらんな話し合いができる
と思います。

煙今回の車座集会は大変良かった。市議会議員の皆さ
んと議論できるのは、自分にとって大いに役に立っ
た。自治会長の任期が終わっても参加したいです。

煙車座集会は良いが、うまくリードしていかないと雑
談化してしまう。

煙ブレーンストーミング調でいろいろな話ができてよ
かったと思います。とても勉強になりました。

煙会場のほかの組の話がうるさかった。会場は別にす
べき。参加人数を増やしたい。

煙課題別に話し合う機会は、今後とも企画してくださ
い。時間をもう少し多く。

アンケートに寄せられたご意見（主なもの）

テーマ別車座集会での様子
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上田市議会

　上田市議会では、開かれた議会を目指し、広報・
広聴活動の更なる充実に向けて取り組んでいます。
その一環として、議会だよりと上田市議会のホーム
ページに関して、市民の皆さんのご意見を参考にし、
より充実したものにしていくために、「平成28年度
広報・広聴モニター」を募集します。

○お願いする内容
　１　議会だよりに関する意見、感想等を所定の様
　　　式で提出
　２　上田市議会のホームページに関する意見、感想等を所定の様式で提出
　３　モニター会議への出席（年1回程度を予定）
○定員　１０人以内（応募多数の場合は、抽選とさせていただきます）
○任期　平成２８年５月１日から平成２９年３月３１日まで
○モニターの要件
　上田市に居住する２０歳以上の方で、原則として、任期中に発行される議会だより（定例号４回、
臨時号１～２回）をご覧いただける方。かつ、上田市議会のホームページが閲覧可能な方。
○謝礼　会議へ出席した際の費用弁償相当
○申込について
　所定の申請用紙にご記入いただき、２月２９日（月）までに上田
市議会事務局まで、郵送、FAXまたは電子メール等でご提出く
ださい。申請用紙は議会事務局へご連絡いただくか、上田市議
会のホームページからダウンロードしてください。なお、モニ
ターに決定した方には、後日改めてご連絡いたします。

お問い合わせ、申込先
上田市議会事務局
〒386-8601 
上田市大手1-11-16
TEL0268(22)0452
FAX0268(23)5136

平成28年度　上田市議会の開会予定日
猿 6月定例会　招集日　平成28年6月6日（月）
猿 9月定例会　招集日　平成28年9月5日（月）
猿12月定例会　招集日　平成28年11月28日（月）
猿 3月定例会　招集日　平成29年2月27日（月）

　請願・陳情の提出期限は定例会招集日の翌日午後3時です。
　日程は変更になる場合もありますので、日程の詳細は、議会事務局までお問い合わせください。

議会広報特別委員会のようす


